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20１7年海外選択性臨床実習報告書 
Lyon大学Louis PRADEL病院
小島　梓
初めに
　 ４ 年生から始まった臨床実習では，座学では得られない数々の現場の知識，患者さんとの接し方を勉強さ
せて頂いた。想像とは異なること，実習だからこそ初めてわかることばかりで，実習から学習させて頂ける
ことの内容はとても新鮮なものが多かった。
　今回，日本国内にとどまらず，海外の病院ではどのように診断，治療が行われているのかについて興味を
もった。日本人とは異なる文化背景，考え方，言葉をもつ国で，共通点はあるのか，異なる点に関してはど
のように異なるのか，実際にその土地で暮らしてみることで肌で感じてみたいと思った。また多くの手術を
見学させて頂くことで，今まで理解で出来ていなかったことを勉強させて頂きたいと思った。
目的
　心臓，血管外科に関して海外での手術，治療前後のケアはどのように行われているのかを学ぶため，また
それにとどまらず，海外で暮らし，現地の方とコミュニケーションをとっていくことはどのようなものであ
るのかを経験するためにフランスに渡航させて頂いた。
準備
　考え始めたのは 1 年生の早い時期であった。実習で海
外に行ける可能性があるということを伺い，もともと少
し勉強していた英会話を細々と継続していた。 ３ 年生の
ときに初めて，実際に海外実習をされた先輩の報告会に
参加させて頂き具体的に自分も行きたいと思うように
なった。
　 ５ 年生になっての具体的な動きは， 9 月に募集開始，
行き先が決定して1２月ころに実習期間が決まりホームス
テイ先も決定した。その後飛行機の手配や保険の申し込
み，書類提出などバタバタと ３ 月になってしまった。
　言語に関しては，フランス語は行き先が決まった 9 月
ころから少しずつ本やインターネットを使いながら始め，英語は英会話を，インターネットで出来る限りほ
ぼ毎日続けるようにしていた。
実習内容
　朝 8 時ころから手術開始予定だったが，フランスは
時間にルーズな国であり，先生方のおしゃべりに花が
咲くと11時開始になったりと様々であった。手術は 1
日２.３件，夜遅くまで手術をしている日も多い。見学
させて頂いた手術は，大動脈弁置換術，大動脈弁形成
術， 僧 帽 弁 形 成 術，Glenn手 術，Fontan 手 術，
Rastelli手術，Ross手術など多岐にわたり，心臓移植
も一度見学させて頂いた。移植では，心臓が到着して
移植されるまでの過程と緊張感が独特なものであり印
象的であった。
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現地の生活について
　喫煙率が高いこと，治安上の不安が大きいことはなかなか慣
れず，外出時には警戒心を常に持っていたように思う。東洋人
の顔をしながら拙いフランス語で話しかけても親切に接して貰
えることもあり救われた。現地で生活をしてみて，考え方や，
言葉の表現の仕方，大事にすることの違いをじっくり感じて考
えてみることが出来たことがかけがえのない経験だった。近く
の地域でテロが起きたり，機関銃を構えた軍人さんがあちこち
を警備している環境で暮らすことがどういうことか，本からだ
けでは学べない重みを感じた。フランスにも日本にもそれぞれ
の良いところがあって，その良いところに少し気が付いて，当
然だと思っていたことにも幸せを感じられるようになった。片
言のフランス語を使いつつ，何とか自分のやりたいことを伝え
る毎日で，生き抜いていく力はとてもついたように思う。
感想
　日本を発ってから帰国するまで刺激に満ちた日々であった。
毎日２.３件ずつ人工心肺を用いた心臓血管手術が行われる病院
で 7 週間過ごしたことは，かけがえの経験となった。生後数日の出来立ての心臓から，長いこと頑張って働
いてきたのだなと思う心臓まで，問題のある所にメスを入れることで元気になっていく過程を見させて頂く
ことで，生命の神秘や強さを感じることが出来た。感動の連続であった。実際に毎日手術を見させていただ
くことで，どんな意図をもって今の手技を行っているのかじっくり感じることが出来，深い勉強をさせて頂
くことが出来た。
　病院内ではすべてがフランス語で，気を遣って英語に翻訳してくれる親切な方がいる一方で，言葉の壁は
大きいものだと感じる場面も多かった。その中でも困っているときに声をかけて貰える有難さを実感した。
帰国後は今までなら何となくやり過ごしてしまっていそうな場面でも，困っていそうな方には声をかけるよ
うにしている。
　時にはフランス人ではないからこそ感じる不公平さを肌で感じることも，自国を出て生活することがどの
ような気持ちなのかを感じることが出来た。反対に，温かく迎えてもらえたときには，距離のある国であっ
ても親しみが感じられた。
　遠慮をするのではなく，やりたいことを言葉で伝え
なければ通じないという文化で生活したことで思った
ことを伝えることの大切さを学んだ。行動に出る前に
遠慮をするのではなく，まず行動に出てみることの大
切さを学んだ。
　医学的な学びはもちろん，世界の中で生活をするこ
とがどういうことであるのかを大いに学ぶことが出来
た 7 週間であった。今後に大いに生かせる経験をさせ
て頂けたことに心から感謝したいと思う。今回の経験
を活かしてグローバルに活躍できるようますますの努
力をしていきたいと思っている。
後輩に言いたいこと
　一言でいうと決断して海外実習に行って本当に良かった。後輩のみなさんにも是非実現して欲しい。確か
に大変なことは山ほどあって，フランス人に対する対応との違いに納得できなかったり，日本で当然だと
思っていることがそうではなかったりといろいろな経験があった。しかし世界でどんな人がどのように医学
に携わっているかが分かった。
　成田に帰ってきて，最初に感動したことは日本という国の親切さと一人の人間として尊重して貰えること
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20１7年海外選択性臨床実習報告書
鈴木龍太郎
　実習期間：２０17年 ４ 月 ３ 日〜２8日（ ４ 週間）
　実習施設：ルール大学ボ−フム校附属
　　　　　　ノルトライン=ヴェストファーレン州
　　　　　　心臓病糖尿病センター（HDZ-NRW）
はじめに
　この度私は，選択性臨床実習の一環として，ドイツの心臓病糖尿病センターにて 1 ヶ月の実習を行わせて
いただきました。実習を通して本当に貴重な経験ができ，多くの学びが得られたと感じております。この報
だった。日本人としてフランスに行って暮らすことは
楽なことではないが，だからこそわかることがたくさ
んあると思う。医学にとどまらず広い視野を持つきっ
かけになっているのではないかと思う。帰国して時間
が経つにつれて，やっぱり楽しかったな，行って良
かったなと思うことばかりである。
終わりに
　芳村先生には ３ 年生のころから行きたいとお話しし
続けていて，実際に実現までサポートして頂いて，本
当に感謝しております。
　今回支えて下さったすべての皆様，本当にありがと
うございました。
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告書でそれらの一端をお伝えすることで，今後海外臨床実習を
希望される後輩の方々にとって少しでもお役にたてれば幸いで
す。
実習までの流れ
　私が今回ドイツで臨床実習を行うに至ったきっかけは， ３ 年
次に部活の先輩から，本プログラムでドイツでの実習を行い多
くの貴重な経験をしたというお話を伺ったことでした。それ以
降，自分は海外での実習に漠然とした憧れを抱くようになりま
した。その後， ５ 年次 ６ 月に第一外科の実習で大人心臓チーム
を回らせていただいたのですが，そこで初めて心臓外科手術を
実際に見学し，その迫力に強く心を揺さぶられました。当時，
丁度ドイツ留学から帰って来られた横山先生からドイツ留学のお話を伺えたことや，前年度ドイツで実習さ
れた先輩の実習報告会に参加し実習の具体的な内容を知ることができたこともあり，私は本プログラムの実
習への参加を強く希望するようになりました。
　そこで， 7 ，8 月に第一外科芳村教授にご相談し，同学年の希望者との話し合いを経て 9 月に実習への参
加者が決まりました（以降HDZ-NRWでの実習は第一外科深原准教授にお世話していただきました）。1２月
に履歴書を送り承諾を受け，正式な実習参加となりました。しかし，大変だったのはここからで， ４ 月初め
の渡独まで，臨床実習の合間を縫ってパスポート更新，航空券予約，鉄道パスの手配，循環器内科・心臓血
管外科分野の学習，英会話・独語会話学習，必要な物品の用意などに追われ多忙な毎日を過ごしました。
　流れとしては以上のようになりますが，ご覧の通り海外実習直前期に猛烈な忙しさを経験したので，後輩
の方々へのアドバイスとして「何事も早め早めの準備！」をお薦めします。特に，語学はコンスタントにコ
ツコツと進めておくと直前期に焦ることがないかと思います。病院内ではこちらから英語で話しかければ英
語で返していただけることが殆どですが，オペ中含め医師や職員同士の会話は独語なので，簡単な挨拶，会
話表現に加え医学用語も独語をある程度勉強しておくと，オペの内容などが把握でき，より勉強になります。
HDZでの実習
　実習内容の前に簡単にHDZの紹介をさせていただきます。HDZは年間６０００例以上の心臓外科手術数を記
録したこともある，世界屈指の心臓外科施設です。創立には現在北関東循環器病院の院長を務めていらっ
しゃる南和友先生が携わられており，本プログラムも南先生の御尽力があって成立しているものです。
HDZの心臓外科部門では，南先生のご紹介で来られた ４ 人の日本人医師を始め，３０人以上の先生方が働い
ており，その国籍も様々です。
　実習の 1 日は，その先生方が一堂に会する朝 7 時1５分からのカンファレンス（ドイツ語）で始まります。
また，木曜日だけは 7 時 ５ 分からスクリーンルームでの勉強会（ドイツ語）があります。その後，お世話を
して下さる日本人の先生がおられる医師控室に移動，当日のオペ予定を確認し，見たいオペの見学に行きま
す（病棟，ICU業務の見学等もできます）。オペ室は 8 室あり，各部屋 1 日 ２ 〜 ３ 件の手術をしているので，
一般的な心臓外科手術は勿論，珍しい手術なども多く見ることが出来ます。因みにこれはオペ室に限ったこ
とではありませんが，ドイツ人は挨拶を重んじる傾向が強いです。そのためタイミングを伺ってしっかりと
挨拶，自己紹介をした上で，手術を近くから見学させて欲しい旨を伝えます。大抵の場合は快諾してもらえ，
ベッドの頭側（麻酔用の機械の横）から手術を見学することが出来ます。手術中は，先生方から「どんどん
質問して構わないよ！」と言ってもらえたので疑問などを英語で質問していました（先生方の殆ど，特に上
級医の先生方は皆さん英語が堪能でいらっしゃいます）。昼食は 1 件目の手術が終わるか，キリのいいタイ
ミングを見つけ，院内のカフェテリアでとりました。ここでは実習生の食事代を病院が負担して下さるので，
朝食や夕食も頻繁にお世話になりました。それ以降はオペの続き，次のオペの見学に入り，大体 1 日 ２ 〜 ３
件程見学しました。但し，心臓移植のオペに関してはほぼ臨時で実施され，また開始も18時以降であったり
することが多かったので，一度宿に帰り，夕食をとった上で再び見学に向かうこともありました。
　最初の 1 週間は，何分初めてのことばかりだったこともあり，かなり慌ただしく過ぎていきました。 ２ 週
目からは，少しずつ先生方とも上手くコミュニケーションが取れるようになり，日本人の先生のオペでは手
HDZ-NRW外観
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洗いをして術野に立たせてもらうことも出来ました。 ３ ，４ 週目は，特に仲良くなれた先生に英語でお願い
して術野に入れてもらい，大伏在静脈採取，閉創のお手伝いや，冠動脈バイパス時の心臓の用手的固定の大
役（!?）を担ったりさせていただくことも出来ました。
　 1 ヶ月間でMVR/P，AVR，TVR，Maze，Bentall，David，AAR，TAR，心膜除去，TAVI，CABG（on
pump），OPCAB，MIDCAB，左房粘液腫切除，転移性心臓腫瘍切除，CRT-D埋込，ICD埋込，心臓移植，
LVAD埋込，Norwood，Fontan，VSD修復，PDA閉鎖など多くの手術を見学できました。見学する上で気
をつけたことは，手術予定や電子カルテに記載してある独語を日本語，英語に訳し症例についての理解を深
めるとともに，先生方に質問する内容を増やしコミュニケーションをとるきっかけを作ることで，病院での
空き時間などはほぼこの作業に費やしたといってもいいと思います。
ドイツでの生活
　ドイツでは，HDZから指定された，病院から徒歩1５分程の場所にあるペンションの一室に滞在していま
した。私が滞在した ４ 月はドイツではまだ肌寒く防寒着が必要な程でしたが，宿にも暖房がついており快適
に過ごせました。また，日照時間が短く朝宿を出るのは夜明け前，帰る頃には日が沈みきっているといった
こともしばしばでしたが，宿と病院間は大きめの道路に沿って歩けば良かったので，特に怖い思いをするこ
ともありませんでした。前項でも述べたように，食事の大部分は病院のカフェテリアでご馳走になりました。
宿周辺には美味しいケバブ屋，パン屋などがあり，歩いていける距離にはスーパーも何件かあったので食料
品その他の買い物もそこで済ませることができ，食事には全く困ることなく，むしろちょっと太ってしまい
ました。また，温泉地であるバードエーンハウゼンならではですが，ちょっと疲れが溜まったら宿近くの温
泉に行くこともありました。少し足を伸ばして最寄りの駅近くのバーでサッカー観戦！ということなどもで
きたので，自分にとっては非常に快適な環境で実習ができたと感じています（どれ程快適かというと，往路
便乗継ぎ時に預け荷物紛失となりドイツに手ぶらで降り立った僕が，荷物が見つかり宿に届くまでの ４ 日間
どうにかこうにか対処し，実習も予定通り敢行出来たくらい，と言えばきっとお分かりいただけるでしょう）。
休日
　前述の温泉に入ったり，宿近くの公園でジョギングしたりしてリラックスすることが出来ました。また，
ドイツに長期滞在出来る滅多にない機会だったので，週末には鉄道パスを使ってハンブルク，ケルン，ベル
リンなどドイツ各地に観光に行きました。観光先では費用節約のためバックパッカーズホステルやゲストハ
ウスに宿泊したので，同室の初対面の外国人の方と色々話をしながら楽しく過ごすといったことも経験でき
ました。また，運良くサッカーの試合のチケットが手に入ったので，ドルトムントでサッカー観戦をするこ
ともでき，とても有意義かつ貴重な体験ができました。
オペ室前の廊下の手術予定表
オペ室の様子
学生海外研修レポート 71
ドイツでの実習を考えている方へ
　ドイツでの実習はとても有意義なものです。後輩の方々にも参加して欲しいと心から思います。しかし，
ただただ参加するのでは非常に勿体ありません。実際に経験した上で，この実習を有意義なものとする上で
必要な物があると感じました。それは，「資金」（自分は総計約４０万円程），一ヶ月間ほぼ毎日ずっとオペを
見続ける「体力」，また手術，症例をきちんと把握するための「知識」，日本語が使えない環境でコミュニ
ケーションをとるための「語学力」，そして，実習から得られるものを少しでも多くするための「積極性」
です。これらのうちいくつかは，簡単に得られるものでは無いかもしれません。ですので，ドイツでの実習
をしたいと思っている方には，くどいようですが「何事も早め早めの準備！」をお薦めします。私自身は
「本当に参加できるか分からないし…」と考えかなり準備が遅れてしまいました。しかし，今考えると仮に
この実習に参加することが叶わなかったとしても，その準備のために努力した過程は決して無駄にはならな
いと思います。不安などもあるかと思いますが，第一外科深原先生や実習を経験した先輩に質問すればきっ
と快く相談に乗っていただけます（私含め）ので，是非ともしっかりと準備した上で充実したドイツ実習を
行ってほしいと思います。
おわりに
　自分の中では今回の実習を，自分を一回り成長させる，言わば挑戦の機会と位置づけていました。実際，
世界屈指の心臓外科施設で多くの手術を見学し，参加もさせていただけたことは本当に貴重な経験でありま
した。心臓外科手術についての知識の習得や語学力の向上は勿論のこと，各国から集まってきた先生方の意
識の高さに触れたり，高度にセンター化が進んでいて，保険の仕組みも特殊なドイツの医療と日本の医療を
比較しその違いについて考えたりする中で，多くの学び，気付きが得られました。加えて，外国での長期滞
在も非常に良い経験でした。各都市を観光で巡る中ではドイツの歴史の一端に触れることができましたし，
長く滞在する内に観光するだけではわからないような日々の生活の中にあるドイツ人の文化にも気付くこと
が出来ました。これらの経験を経て，自分の成長を感じることや，自信を持てるようになった部分もいくつ
もありました。
　しかし，それ以上に感じたことは，周囲の方の助けなくしてはこのような有意義な実習は出来なかった，
ということです。実習中大変お世話になった渡谷先生を始めとしたHDZの皆さん，ドイツでの生活を支え
てくれた宿の大家さん，本プログラムの実現に御尽力頂いた南先生，芳村先生，またこの実習のお世話をし
ていただいた深原先生，その他にも多くの先生方，大学職員の方，先輩方，友人，家族のお力添えをいただ
き私はこのような経験ができました。心より感謝しております。
　多くの方々の御恩に報いるためにも，この実習で得られたものを自分の将来に最大限活かしたいと考えて
おります。
ドルトムントでのサッカー観戦ベルリンの壁
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20１7年海外選択制臨床実習報告書 
Herz- und Diabeteszentrum Nordrhein-Westfalen
都築　光
実習期間：２０17年 ５ 月 ２ 日〜 ５ 月２６日（ ４ 週間）
実習先：ルール大学ボーフム附属Nordrhein-Westfalen州心臓糖尿病センター
はじめに
　このたび海外臨床実習として，ドイツのNordrhein-Westfalen州心臓糖尿病センター（HDZNRW）へ伺
いました。この実習プログラムはルール大学ボーフムと富山大学第一外科との協定により，第一外科の芳村
直樹教授，深原一晃先生を始め多くの先生方の，また日本学生支援機構のご支援の下に行われました。
バードエーンハウゼンの街並み医師控室にて，お世話になった医師達と
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目的
　この実習の目的として，まずは心臓血管外科への見識を深めることを挙げました。低侵襲手術や心臓移植
など未だ馴染みのない手術を実際に見学することは大きな魅力のひとつでした。
　また海外での医療に触れることにより，新たな知識や刺激を得ることも目的でした。第二外国語としてド
イツ語を選択しており言語に僅かながら馴染みがあったことも，HDZNRWを実習先に選択した理由のひと
つです。
準備
　 ５ 年生の 9 月に海外臨床実習を希望する学生間で取りまとめ，芳村教授の下へお願いに伺いました。その
後の準備としては英語の履歴書を提出することや飛行機の予約をすること，滞在先のペンションへ連絡する
ことなどが最低限必須の準備でしょうか。
　ドイツ語に関しては第二外国語の授業プリントを復習したり，また新たに旅行会話用の本を購入したりと
５ 年生の1２月頃から少しずつ始めました。
　 ５ 年生の1２月から翌 1 月にかけては臨床実習で第一外科をまわる期間であり，先生方に実習でお世話にな
りながら様々なお話を伺いました。また出国前の ４ 週間にも成人心臓チームで選択実習させて頂き，その間
に心臓手術に関する基礎的な知識を固めることができました。
実習の内容
　実習は手術室での手術実習が主で，希望により病棟等も見学させて頂きました。朝 7 時に集合し，カン
ファレンスに参加した後に 8 時から手術室へ。昼食の後に再び手術室へ向かい， 1 日 ２ ，３ 件の手術を見学
します。 8 つの手術室でそれぞれ 1 日 ２ ，３ 件の手術が行われていたので，その中から興味のある手術を選
んで見学しました。
　冠動脈バイパス術や弁膜症手術，血管内治療など富山大学で学んだ手術を改めて見学したり，左室補助人
工心臓植込術や心臓移植などの初めての手術も見学したりと学ぶものは多かったです。バイパス術や弁膜症
に関しては時に低侵襲心臓手術が行われており，そちらも特徴的でした。
　手術室では麻酔科の先生方にお願いして頭側から見学させて頂いたり，実習の後半には手洗い実習をさせ
て頂いたりと有意義に過ごせました。手術後には疑問に思ったことを先生に質問したり，図書館で調べたり
して解決しました。また術中には麻酔科の先生や看護師さん，臨床工学技士さんなどが話し掛けてくださる
こともあり，とても温かさを感じました。私も様子を見ながらですが，出来る限り積極的にお話をするよう
心がけました。
現地の生活について
　平日はHDZNRWのご厚意により職員用カフェテリアで食事を頂きました。日替わりのドイツ料理を頂く
ことができ，食事には困らないどころか毎日がわくわくでした。
　実習は1６〜17時頃に終わり，その後は日が暮れるまで（２1時頃までは明るいです）のんびり過ごしました。
スーパーや近くの公園に行ってみたり，家でドイツのテレビを見たり，そしてたまに勉強していました。
　土日および祝日は実習もお休みです。私は電車で遠くの街へ出かけていました。注意点として日曜には
スーパーなどのお店は基本的にお休みです。買い物などは平日や土曜のうちに済ませることを強くお勧めし
ます。それでも日曜にはお祭りや蚤の市へ行ってみたり，美術館を訪ねたり，自転車を借りて街中を走り
回ったりと楽しみ方はたくさんありました。
感想
　「 ４ 週間で学んで帰ってくる」という目標は単純なようで思いのほか重くのしかかるものでした。限られ
た時間の中で先生方と関係を作り，慣れない環境に慣れ，慣れた頃には終わるのだろうなと焦り。充実した
生活を送るには事前の入念な準備が必要であり，始まってからは積極的な行動が必要なのだと身に沁みて感
じました。
　とはいえこれは海外実習だから特別に必要なことではなく，これからもずっと必要なことであり，さらに
言えば今までの人生でも必要としてきたことだろうと改めて気付かされます。ドイツで新しいことも数多く
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学びましたが，こんな些細な物事を改めて考え直すことも多く，古臭いような新鮮なような不思議な ４ 週間
でした。
　帰国してからも日本の景色を見たり食事をしたり医療を見たりと，色々なことから改めて気付かされる事
が多く，貴重な経験はこれからも生き続けるのだろうと感じます。
後輩に言いたいこと
　この文章を読まれているということは，海外実習に興味がおありでしょうか。絶対行きたい！と強い決意
のある方も，あるいは行きたい一方で不安や迷いを抱える方もいらっしゃると思います。私はその両方（ど
ちらかと言えば後者寄りでしょうか）でした。
　この実習で得たものは数多く，これまで学んできた日本の医療と比較し感じた共通点や相違点，あるいは
医療以外に関しても，異なる環境に身を置いて初めて見えてくるものが数え切れないほどありました。
　もちろん国内での臨床実習で学ぶことも多いでしょう。日本語で学ぶことができるのは大きな利点です
し，国内での実習も海外臨床実習に負けず劣らず魅力的な選択肢のはずです。
　しかし興味や目的，そして機会があれば，思い切って飛び出すことを後輩に勧めても良いのではないかと
今回の経験から感じました。出発前には不安や迷いもありましたが，それらにひとつひとつ対策し乗り越え
るという経験に変えることもできました。移動や宿泊の手配や，盗難などトラブル時の連絡先リスト作成な
ど，慣れないながらも準備を重ねることは心の支えとなりました。不安に思わないことは難しいですが，目
的を持って，そして十分な対策と共にそれを乗り越えることにより，きっと多くの貴重な経験が得られるも
のと信じています。
　漠然とした話になってしまったので，最後にドイツに行かれる方に大事なことをひとつお伝えします。そ
れは「 1 から1００までドイツ語で言える・わかる」ようにすること。お金を払うための必須スキルです。「小
銭を持っているなら出してね！」とお店ではかなりの頻度で言われます。またカンファレンスなどで数字が
飛び交う際にはわかった気になれて嬉しいです。
　その他にもお伝えしたいことはいくつもありますが，キリがないのでこの辺りで。私も出発前には留学経
験のある先生や先輩に非常にお世話になりましたので，ぜひお話を伺うと良いと思います。私の方へもご連
絡頂ければ喜んでご相談に乗ります。
おわりに
　「これは自分ひとりの力では決して達成できなかっただろうな…」と幾度も感じた ４ 週間でした。私ひと
りの希望のために多くの方々のご支援を頂いたことを改めて感じて畏れ多く，また強く感動する日々でした。
　富山大学第一外科の芳村教授，深原先生にはご多忙のなか実習に関して多大なご支援を頂き，心より感謝
しております。そして成人心臓チームの先生方には心臓手術についてご指導頂き，また出国前に温かいお言
葉を頂いたのを忘れません。またドイツ語や生活についてはドイツ語の名執教授に多くの助言を頂きました。
　HDZNRWではGummert教授を始めとしたスタッフの皆様など，渡航先で出会った方々に温かく迎え入
れて頂いたことに感謝しております。
　また今回の実習に関しては日本学生支援機構にご支援頂きました。その手続きを始めとして富山大学の医
薬系学務課の方々にお世話になりました。
　先年度以前に海外臨床実習をされた先輩方，そして私より 1 ヶ月先にHDZNRWでの実習を終えた鈴木く
んなど，多くの方々の貴重な助言に感謝する日々でした。
　皆様の温かいご支援のもとで充実した実習を終えることができ，心より感謝しております。今後も海外臨
床実習を志す方々が実りある経験をされるよう願っています。
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20１7年海外選択制臨床実習報告書 
Department of Neurosurgery Charite Universitätsmedizin Berlin
畠野真帆
はじめに
　私は２０17年 ２ 月18日から ３ 月２０日までの 1 ヶ月間，ドイツ・ベルリンにあるCharite脳神経外科で実習さ
せていただきました。
　この報告書では，実習で得られたものについて述べるとともに，これから海外実習を行う方々に向けて少
しでも参考にしていただき，よりよい実習ができることを願い，内容をまとめました。
　今回の実習のためにご尽力くださった富山大学脳神経外科黒田敏教授，実習を受け入れてくださった
Charite脳神経外科Vajkoczy教授，助言・相談に乗ってくださった先生方，海外実習を通して関わってくだ
さったすべての方に，この場を借りてお礼申し上げます。
目的
（ 1 ）国外の医療に触れること，そこで働く先生方に出会うことによって視野を広げること
（ ２ ）英語能力の向上に努めること
（ ３ ）海外留学で必要な能力について考えること
準備
　渡航前に必要な準備について，以下におおまかにまとめました。他の実習先との違いとしては，Charite
に提出しなければいけない書類がいくつかあること，住居は自分で決定することが挙げられます。提出書類
には学部長の判子が必要なものや，健康診断の結果など病院にかかる必要があるものなどが含まれますの
で，余裕を持った準備が必要です。
（ 1 ）書類の提出
・履歴書
・在学証明書，成績証明書
・契約書
・健康証明書（ワクチン接種等含む）
（ ２ ）渡航準備
・航空券，住居の手配
・パスポート，クレジットカード，保険加入，Wi-Fi契約
・必要な荷物の準備
・緊急連絡先等の確認
（ ３ ）英語，診療科の勉強
　海外実習を通して，英語を少しでも話せるようになるのが目的の 1 つでありました。英語には全く自
信がなかったため，インターネット英会話やIELTSの勉強をしました。また富山大学の留学生である友
人に英会話の練習に付き合っていただいたり，文章の添削をしていただいたりと，お世話になりました。
脳外科領域の英語は，論文や教科書で予習しました。すべてを理解するのは日本語でも難しいですが，
先生方に質問するときや教えていただくときに，役立ちました。
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実習内容
　実習には義務や決まりごとはありません。私は手術を見ることを今回の実習の目的としていましたので，
毎日手術を見学させていただきました。その他， 1 日の流れは表に示した通りです。
　Chariteは学生，医師問わず留学生の大変多い病院で，私が伺った時期はドイツ人学生の他に，日本から
いらしている賀来先生，長田先生，フランスからの留学生であるLucas先生がいらっしゃいました。
（ 1 ）手術見学
　脳神経外科の手術は毎日 ４ 部屋を使って1０件前後行われ
ています。 多 くの 手 術 が 行 われている 中 で， 特 に
Vajkoczy教授のバイパス手術は素人目に見てもお手本の
ように美しく，早いオペでした。初めのうちは緊張して，
静かに見学させていただくので精一杯でしたが，拙い英語
で話しかけると先生方はさまざまなことを教えてくださり，術野に入れていただくこともできました。間近
で手術を見ることができたのは，大変貴重な体験となりました。
（ ２ ）病棟見学
　Chariteにはドイツ国内からも多くの学生がインターンに来ており，主にレジデントの先生とともに病棟
実習を行います。基本業務は日本と同様ですが，役割分担がはっきりとしている点，採血や簡単な創処置は
学生が行うという点が異なっていました。
（ ３ ）市民講演
　滞在中，脳神経外科のVajkoczy教授による市民講演が開催され，参加しました。講演内容は脳外科手術
の概要についてでした。講堂は満員で，講演後の質問の時間には，時間が足りなくなるほどの質問が出てお
り，活気ある講演会でした。
表． 1 日の予定
手術見学 病棟実習
7:00
病棟回診
カンファレンス
ICU回診8:00
9:00
手術見学
病棟業務
採血
処置10:00
11:00 ミニレクチャー
12:00
昼食
13:00
手術見学
病棟業務14:00
15:00 チームカンファ
16:00
Faust K先生と手術室にて
休憩室にて
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現地での生活
（ 1 ）居住環境
　Charitecampusmitteはドイツの首都ベルリンに
あります。病院はベルリン中央駅から近く，加えて
市内は地下鉄やバス，路面電車などの交通網が発達
しているため，大変生活しやすい環境でした。私は
campusmitteからすぐのアパートメントホテルで
生活していました。洗濯機，キッチン，冷蔵庫等の
ある部屋でしたので，不安なく過ごすことができま
した。
（ ２ ）その他
　日本からの留学生である賀来先生，長田先生には
病院外でも大変お世話になりました。ホームパー
ティーを開いていただいたり，フィルハーモニーを
聴きに行ったりと，楽しい時間を共有していただきました。
　また，ドイツ・ベルリンは言わずと知れた歴史の街，文化の街であります。同時に学生に優しい街でもあ
り，多くの場所で学生割引があるため，十分に歴史的建築物や美術館，舞台に触れることができました。医
学的な学習は勿論ですが，歴史や芸術にこんなにも沢山触れることができたことは，大変貴重で，充実した
時間でありました。
まとめ
（ 1 ）Chariteではたくさんの素晴らしい手術を見ることができ，貴重な体験をすることができました。
（ ２ ）国外の医師の働き方を見ることができ，刺激を受けることができました。
（ ３ ）今回の実習をきっかけに英語を勉強することができました。しかしながら，もっとできるようになら
なければいけないとも痛感した 1 ヶ月でした。
おわりに
　海外選択制度臨床実習は， 1 年生のときからの希望でありました。このような貴重な体験をさせてくだ
さった黒田敏先生をはじめとする先生方には，大変感謝しております。今回の経験を，いつか何らかの形で
恩返しができるよう，これからの日々を過ごしていきたいと思います。
部屋の様子
ホームパーティーの様子 病院近くのカフェで長田先生と
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Charité Universitätsmedizin Berlin
松井　望
実習期間：２０17年 ２ 月２０日〜２０17年 ３ 月17日
実習病院：CharitéUniversitätsmedizinBerlin,脳神経外科
「Charitéでの実習に至る経緯」
　1０月初旬，クラスメイトの畠野さんから海外実習に誘われました。彼女は脳神経外科の黒田教授に実習先
の紹介をお願いし，安全と節約のため友人を誘うことを勧められたのでした。海外旅行の経験もないのに外
国で臨床実習ができるのか。自分が同行しても安全面は改善されないのでは。と考えが渦巻く中，かなり前
向きな気持ちもありました。母に説明すると「行かせてもらえるならそうすれば」とあっさりした返事をも
らい，意を決して畠野さんと共に先生の部屋を訪ねました。特別枠入学で脳神経外科志望でもない者に実習
の資格があるのか心配でしたが，私の不安は黒田先生によって，気にすることはない，じゃあ臨床実習では
特別枠指定外の科を回っちゃいけないの，と一蹴されました。将来富山県で働くと決めているからこそ，視
野を拡げることが大切なのだと考えられるようになりました。
「準備」
　各手続に必要なものとしてパスポートを取りに行きました。黒田先生がCharitéのVajkoczy先生にメール
してくださり，その後は秘書さんと書類（履歴書，在学証明書，健康診断証明書，HBV，HCV，ALT，
GGTの値，予防接種記録，実習許可証等）のやり取りを行いました。航空券は早めに予約できましたが住
居の確保に苦労し，当初は安全と節約を考え ２ 人共用のアパートメントを探しましたが，畠野さんとは別の
滞在先に決まりました。
　英語力皆無の私は，親戚に英語で毎日電話をかけてもらう，脳神経外科に関する言葉を予習する，
TOEFLを受験するなど思いついたことをとりあえず実行しました。現地の情報は，以前Charitéで実習をし
た先生方にお話を聞いた他，インターネットや本から得られました。カード類でおすすめしたいのは，外貨
への両替が簡単で，日本/ドイツでの支払い・現金引出など全てに利用できるデビッドカードです。また大
学生協で国際学生証を作成し，現地で学割を利用しました。
「初日の失敗」
　Charitéの ４ つの拠点のうち，脳外科はVirchowKlinicumにあるはずでした。しかし初日 7 ：００になって
も人の気配がありません。誰にきいても分からないと言われるばかりで途方に暮れそうなところ，奇跡的に
脳外科関係者の人が現れました。わたしたち日本からきました。Vajkoczy教授に会いたいんです。「 ２ 週間
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ほど前に脳外科は移動したよ。新しい方はミッテだよ。」私たちは本当の場所を知ることができましたが，
新しく大きなMitteの病院に到着してもやはり上手くいきませんでした。病棟の医師は業務に忙しく，私た
ちは採血準備の後，ドレーン抜去やICなどに立ち会った他は初日の大半を看護師さんの邪魔になって過ご
しました。翌日の朝カンファで日本人の先生にお会いできていなければ，その後も失敗だらけであっただろ
うと予想できます。
「実習の流れ」
◆ 7 ：００　病棟回診
◆ 7 ：３０　カンファレンス
◆ 8 ：００　ICU回診
◆ 8 ：３０　手術見学
◆1２：００　昼食
◆1３：００　手術見学
◆1５：００〜18：００　終了
　金曜日は 8 ：００頃から病理学棟に移動し腫瘍カンファを見学しました。通常のカンファでは手術症例につ
いて，若い医師も含め口々に意見交換していました。新しい病院は工事が続いており，カンファレンスルー
ムも ４ 週間のうちに新しくなりました。大きなモニターで遠隔の合同カンファが可能になり，病理や神経内
科の医師も加わり熱心に症例検討が行われていました。脳外科の病棟は２６ほどの部屋数で，大部屋は仕切り
がなく患者の様子をすぐ見られる状態でした。PACU（postanestheticcareunit）やICUの規模が大きく，
術直後や脳浮腫などのある患者さんは状態が改善してから病棟に戻るため，病棟は手術前，退院前の患者さ
んが大半を占めていました。脳外科医の役割も病棟と手術にはっきりと分担されていました。
「手術」
　実習中最も印象深かったのはやはり，日本とドイツの手術における相違です。頭蓋内腫瘍（髄膜腫,下垂
体腫瘍,転移性腫瘍,聴神経腫瘍,海綿状血管腫…），AVM，硬膜動静脈廔，静脈瘤，Janetta手術（三叉神経痛），
STA-MCAbypass（もやもや病,海面静脈洞廔部動脈瘤），Clipping（MCA動脈瘤），V-Pshunt，椎間孔拡
大術，脊椎固定術，脊髄腫瘍（神経鞘腫），椎間板ヘルニア，小開胸術（後縦靭帯骨化症）など，一般的な
ものから稀な症例まで多くの手術を見学できました。
　Charitéでは ３ 部屋同時に 1 - ２ 人の医師が執刀し，脳腫瘍外科，脳血管外科，脊椎の手術が毎日1０件程行
われます。Vajkoczy教授は各部屋を順に回り，腫瘍の剥離や血管吻合などを素早く丁寧にこなしておられ
ました。レーザー付きカメラで緑色に発色するナビゲーション技術や，術中アンギオ・MRIなどが積極的に
用いられており，効率よく確実に安全に手術を行う姿勢，医療の先進性が存分に感じられました。富山大学
でよく見学したSTA-MCAbypassを例に挙げると，額の中央まで皮膚切開したり，下書きせず躊躇なく開
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頭したり，伏在静脈グラフトを用いて頭皮下を通したりなど，異なる技術や選択に一々反応していました。
それらがCharitéの脳神経外科全体の方針に沿った方法であることがよく分かり，このように世界の技術を
知ることが，将来自分が何かの専門を持ったときにはどれだけ貴重なことだろうと想像できました。
　手術中はメモやスケッチで記録を残すことに努め，疑問が生まれた時は見学の研修医に質問したり，後か
ら調べたりしました。とは言え要点を絞り，英文を思い浮かべてから思い切って質問するといった様子では，
話を発展させるのは非常に困難でした。しかし，簡単な英語に言い換えて根気強く説明してくださる方もお
られ，術後の移送を手伝ったり術中MRI講習会に誘ってもらったりした場面では，言葉に不自由しない日本
では忘れがちな喜びを感じました。
「ベルリンの生活」
　Charitéの 所 属 するHumboldt大 学 のゲストハウスは， 病 院 まで 徒 歩1５ 分， バスでは ５ 分 ほどの
Friedrichstr.駅圏内で，周りには博物館島や劇場が建つ便利な立地でした。 ２ 月は朝が薄暗く道も凍ってい
て転びそうになった上に，気温が低く簡単に風邪をひきました。ちなみに現地の人は手袋やマスクをほとん
ど身に着けません。平日夕方には美術館に行き，週末は特急電車でライプツィヒ，マイセン，ハンブルクに
足を運びました。日曜はお店が閉まりますが蚤の市や芸術市が開かれており，小物や手作りのアート，路上
のグラスハーフ演奏に心を刺激されました。
　ゲストハウスはアパートメント方式で，鍵付き個室 ２ つとリビング，バスルーム，キッチンがありました。
はじめの 1 週間と後半 ２ 週間は女性のルームメイトが 1 部屋使用しており，時間を決めてバスやキッチンを
使いました。ルームシェアは初めてでしたが個室のプライベートは十分に保たれており，食材を交換したの
もいい思い出になりました。排水溝が壊れたときや洗濯機を借りるときは，管理人の皆さんによく助けても
らいました。主にかかった費用は以下の通りです。
◆航空券　約1５万円
◆宿泊費　約 7 万円
◆旅行保険　約 1 万円
◆現地での交通費　約 ５ 万円
◆その他　約1０万円
「おわりに，感謝の気持ち」
　Charitéの医療スタッフから学んだことは数えきれません。かなり多国籍で，病院内は皆英語が堪能でし
た。脳外科は女性医師が多く，手術をする姿も頼もしく尊敬の念を抱きました。またスタッフ間に役職によ
る垣根がなく，手術室では膨大な数の手術を全員で成功させようとする活気がありました。全て理解できる
言葉で説明してもらえる環境ではなくなると，自分の目で見て学ぶことについては普段より鋭敏になりまし
た。日本で何気なく見過ごしていたことに，もっと興味を示していればよかったと，普段の積極性が不足し
ていたことを自覚しました。同時に，日本に戻ったら自分にはできることが増えているだろう，将来自分も
専門分野を持ったら海外にも学びの場があることを忘れずにいよう，という希望や向上心が生まれました。
　今回，私たちが成長の機会を得たのは，黒田先生をはじめとして富山大学脳神経外科の先生方が現在まで
に築いたCharité脳神経外科とのつながりと，CharitéのVajkoczy先生をはじめとしたスタッフの方々の優し
さのおかげです。留学に来られていた東海大学の長田先生，熊本大学の賀来先生とご家族には，実習中何か
ら何まで助けていただきました。皆様の心を無駄にしないように，感謝の気持ちを医学の道を歩む力に変え
て今後努力したいと思います。
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20１7年海外選択制臨床実習報告書 
Berlin Charite Hospital
福澤匡純
１ ．はじめに
　今回，海外臨床実習に行くにあたり，Charite大学病院をご紹介頂いた黒田先生，並びに現地の先生方に
深く御礼申し上げます。
　私は選択制臨床実習にて海外のCharite病院に派遣して頂きました。Charite病院は歴史的に見てかなり古
くからある病院であり，VirchowやKochなど医学史に出てくる有名な人物の働いていた病院でもあります。
2 ．目的
　私は海外の，しかも欧州の医療制度について大変興味がありました。以前，短期間ですがUSMLEの勉強
会に参加していましたが，その機会に海外の医療制度について調べる機会があり，その一環でドイツなど欧
州の医療制度についても知ることとなりました。アメリカの医療制度について調べた結果，不自由な保険制
度のために医師が患者に対して十分な診療が出来ないことを知り，アメリカでの臨床現場に挑戦するという
意欲を無くし，USMLEを去りました。しかしながら，欧州の医療制度に関しては日本よりも優れていると
いうことで，欧州での臨床について知りたいと思いました。私は生理学の研究室に出入りしていたことから，
外国人の友人との情報交換をする機会に恵まれ，幾度と海外の医療現場に関する話を聞いていたため，ある
程度は考えることがありました。例えば，イタリアやロシアでは公的病院と私的病院があり，公的病院では
診療や手術などの医療福祉を安く受けられる代わりに，場合によっては数年ほど待たなければならないこと
に対し，私的病院では高い報酬を支払う代わりに早く医療を受けられる，など日本と異なった医療制度で病
院が動いています。
　今回，ドイツの医療現場に行くことになり，こういった医療機関のあり方だけでなく，現場ではどのよう
に運営されているのか，手術は日本と比べてどうなっているのか，など多くのことを学ぶことを目的とし，
ドイツへ旅立ちました。
３ ．準備
　ドイツのBerlinに行くためには多くの書類の準備が必要でした。必要になった書類は
・履歴書（英語）
・在学証明書（英語）
・医学部での成績書（英語）
・医師の診断書（英語）
・HBV/HCV，ALT，ASTのラボデータ（英語表記）
・予防接種歴証明書（英語）もし基準に達していなければ再接種が必要
・機密情報の秘匿契約書へのサイン（ドイツ語）
・ドイツでの実習登録書へのサイン（ドイツ語）
・パスポートのコピー
　以上の書類を病院の秘書との連絡を通して用意する必要がありました。ラボデータに関しては最初に言わ
れた検査項目とは違うものを検査しなおして送れ，などと言われたり，ドイツ語の文書へのサインに関して
は，何度か書き直してメールで送付しなければいけませんでした。
　また，書類だけでなく，ドイツへ行くための便や現地での宿も自分で準備する必要があったため，これら
の手配をしました。宿に関しては色々な選択肢があります。ドイツでの宿は，WGというサービスを利用し
て誰かとシェアすることが現地の大学生の間では流行っているそうです。これを選んだ場合は滞在費が安く
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なりますが，トラブルが発生することもあるそうです。ほかにはアパートを借りる，ホテル滞在などの選択
肢もありますが，結構費用が掛かります。
　私は民泊サイトのAirbnbを利用し，そこを通してアパートの契約をしました。ベルリンでアパートの契
約する場合は最短で ２ か月契約する必要がありますが，このサイトを経由してオーナーと交渉した結果， 1
か月ほどの利用でも認めてもらえました。費用は大体月1０〜1５万円くらいです。WGを利用すると半額くら
いで済みますが，慣れない場所での共同生活は面倒だったのでやめました。
４ ．実習内容
初日
　Charite病院はベルリンにキャンパスが ３ つあり，どれが目的のキャンパスなのかを秘書に連絡しても
帰ってきませんでした。そのため，初日は朝 7 時にVirchowキャンパスへ行き，目的の場所がどこにあるの
かを神経系の診療科に行って聞きました。そこで，目的のキャンパスが全く違う場所であることを知りまし
た。とりあえず，シャトルバスに乗って移動できましたが，結局実習現場に着いたのは 9 時になってからで
した。初日は秘書室に寄って名札を作ってもらい，病院をレジデントの先生に案内してもらい，オペ室に
行って手術見学をしました。その後，ドイツ人の学生に色々と話を聞き，どのようなことができるのか，な
どについて相談しました。その人によると，ドイツ語ができるのならChariteの学生のしていることと同じ
ことをできるとのこと。しかし，私はドイツ語での会話ができるわけではなかったので，患者さんと関わる
ことはあまりする機会がなく，手術見学をメインにすることになりました。
　実習では， 7 時くらいから朝のカンファレンスに参加し，そのままICU回診，オペ見学の流れです。 1 日
のほとんどはオペ見学です。脳外科の使うオペ室は ３ か所あり，それぞれで異なるオペを見学できます。教
授が手術に参加するのは原則，月，水，金曜日であり，そのほかの曜日は別のキャンパスで仕事があるよう
でした。
　手術は母校で見てきた手術とは基本的に似ていましたが，手術時間自体はすごく短く，日本の半分くらい
の時間で終わっていました。そのため， 1 日に ３ 部屋で1０件ありましたが，基本 1 日 ３ 件みることができま
した。また，終わる時間も ３ 時過ぎと早く， ３ 時から術後カンファレンスもありましたが，見たい手術の部
屋で最後まで見ることが多かったです。
　毎週木曜日は深部脳刺激療法（DBS）の手術をしており，脳外科の先生が電極を刺し，神経内科の先生が
電極の位置を，患者さんの症状を見ながら微調整します。その手術は基本 8 時間かかるため，最後まで見学
すると，控室のカギを閉められてしまい，翌日まで荷物を取ることができなくなるため，途中で帰らなけれ
ばなりません。控室は留学生たちが使っている部屋で，私も留学中の脳外科の先生の紹介で使わせてもらっ
ていましたが，たまに朝も入れない場合がありました。また，夕方も ５ 時に施錠されてしまい，長い手術に
入っていた時は，帰りは寒い中コート無しで帰る羽目になりました。
カンファ
　朝のカンファレンスはビデオカンファレンスで，いくつかのキャンパスや画像診断医などが合同で行いま
す。そのため，毎日 1 時間ほどかかってカンファレンスをします。また，報告はレジデントの先生が行い，
その報告に対して上級医が質問したり，議論したりしていました。カンファレンス自体はドイツ語で行われ
ているので，ほとんど理解できませんでしたが，一緒にカンファレンスに参加していた日本からの先生が画
像診断について教えてくださったため，勉強になりました。
ICU回診
　朝カンファが終わると，朝早い手術の担当医以外は学生も含めてICU回診に参加します。そこで，ICUの
医師や看護師の報告を聞き，今後の方針について話し合っていました。ただ，ICU自体は５０床ほどあり，病
棟と言えるほど大きな場所でした。富山ではこの規模のICUを見たことがなかったので，正直驚きました。
手術の運営について
　Charite病院での見学で，よかったことが，手術の流れでした。日本での手術は基本的に医師が患者さん
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に付き添って入っていき，麻酔中もずっと一緒にいることが普通でしたが，Chariteの手術では，患者さん
は手術室の手前にある広場という場所で，麻酔や点滴をし，それが終わったらベッドのまま目的の手術室に
運ばれていきます。そのあとは看護師や麻酔科医が手術に向けて準備をし，準備が整った後に脳外科の先生
が来て，消毒などをして手術に入ります。終われば，脳外科の先生は先に出ていき，残ったメンバーで患者
さんの移送を行います。脳外科の先生はすぐに別の部屋に行き，別の手術を担当します。このようなフロー
のため， 1 日に 1 部屋で ３ ~ ４ 件の手術が可能になるみたいです。また，長時間にわたる手術の場合は，複
数日に分けて行われます。そのため，患者さんの麻酔時間も短くなり，また，医師の手術時間も短くなるた
め，医師の生活のバランスにも良い影響だと思いました。
長時間の手術が当たり前だと思っていただけに，このような手法はとても新鮮で，手術件数も増えていい
と思いました。
病院での医師の感じ
　病院での医師の仕事は，上級医はほとんど手術をメインに行っているようでした。脳外科は医師になった
後 ５ 年間のレジデント期間を経験し，専門医を取るそうです。日本の初期研修医という期間はヨーロッパに
は無いみたいで，他の科を経験することは無いみたいですが，早く専門医になることができるので，良い制
度だと思います。また，EU内の海外からもレジデントを受け入れており，病院のレジデントも海外出身の
先生が多数みられました。レジデントの仕事は病棟の管理がメインで，たまにオペ室で手術に参加されます。
カンファレンスでも発表はレジデントの先生が行います。この辺は日本と同じでしたが，日本ではもっとレ
ジデントの先生が手術に参加させてもらっていたので，その辺は日本の方がよさそうに思えます。
オペ室で
　オペ室は1２部屋あり，全部の部屋で毎日 ３ 件ほどの手術がありました。また，オペ室内にCTがあったり，
隣にMRIがあり，術中にも検査ができるようになっています。ある日脳腫瘍の手術中に検査があり，その結
果脳梗塞を発症したことも検査によってわかりました。また，DBSの術前にMRIとCTとを撮り，その画像
を合成して電極の埋め込み位置を計算する，ということもしています。
　手術室のシステムも素晴らしく，壁の埋め込み型のディスプレイはタッチパネルになっており， ３ D画像
やCT，MRIのイメージを自由に動かせていました。また，術中の顕微鏡の映像も投影し，録画もできるよ
うになっていました。富山大学でも似たようなことはできますが，もっと手の込んだ使い方が必要で，
Chariteのような統合されたシステムは素晴らしいと思いました。ただ，術野カメラが無かったのが唯一の
残念な点です。（覚醒下脳腫瘍摘出術の手術では，カメラを持ち込んで，繋げて録画していたので，使えな
いこともなさそうでした。）
　オペ室の看護師や医師は半分ほど刺青をしており，手術中にガムを噛んでいる人が多かったです。また，
それぞれの仕事はしっかりこなしているものの，皆リラックスして手術に臨んでいる様子が印象的でした。
もちろん，日本の病院でもリラックスしながら行われている手術もありますが，ここまでの自由度は初めて
見たので，文化の違いなのかと驚きました。手術中にインターネットで買い物している人もいました。皆さ
ん，英語で話しかけても英語で返してくれて，手術の見学がしやすい環境でした。また，脳外科の先生だけ
でなく，麻酔科の先生や看護師も英語で質問しても返してくれました。
ドイツの学生
　ドイツの学生は，日本の学生と違って病院でできることが多く，採血から縫合，抜糸などすべてドクター
の同伴無しで行うことができるようで，実際に目の当たりにして自分らとの違いに驚きました。ある程度の
医療行為をできるようになってから卒業するため，初期研修期間が必要無いことがわかりました。このよう
な部分は日本の医療教育でも取り入れてほしいと思いました。（個人的には，初期臨床研修をしたい人と，
自分の行きたい科が決まっている人とを差別化して欲しいと思います。）
また，彼らも英語のできる人が多く，時間のあるときに色々と話をしました。５ 年生は 1 週間のみの実習で，
多くは脳外科に興味が無いのか，カンファ中や手術中にスマホを触っていました。また，午後には手術室か
らもいなくなったので，見たいところだけ見て帰るのが普通みたいでした。ただ， ６ 年生は国家試験の 1 か
月前まで病棟で医療行為をしたり，プレゼンをしたりなど，病院での生活にかなりの部分を割いていました。
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5 ．現地の生活
　海外実習でベルリンを選んだ学生は，現地での宿泊先も自分で探し，契約する必要があります。しかし，
ベルリンはアパートなどは基本 ２ か月からの契約であるため， ４ 週間の滞在ではアパート契約は難しいで
す。そこで，Airbnbにて宿泊先を決めました。交渉次第で 1 か月からの契約をしてくれるところは見つか
ります。ほかのサイトでも 1 か月の契約をしてくれるところは見つかりましたが，Airbnbの方が細かく日
程を決められるため，こっちの方がオススメです。病院のキャンパスが ３ つあると知らず，病院に近いとこ
ろを選びましたが，そこは私の通うキャンパスではなかったため，ちょっと遠い通院を余儀なくされました。
場所はMullerStrasse駅のそばのトルコ人街であり，通りからそこそこ離れていて静かではありましたが，
スーパーが近くにあり，かなり住みやすい場所でした。病院から距離があるため，毎朝の移動を考えて自転
車を購入し，それで通院しました。ベルリンは自転車のための道路や信号まであり，自転車での通院はかな
り便利でした。しかし， ４ 月から ５ 月初旬にかけてはまだ寒く，コートを着ないと寒かったです。
　現地に持って行った服は，着ていったスーツと普段着 ３ 日分，コートだけだったので， ４ 月を乗り切るに
は少し寒いくらいでした。しかし， ５ 月中盤を超えると結構暖かくなってくるので，コートなどは不要にな
ります。ただ，暖かい季節になってもオペ室は寒く，オペ着の下に長袖のシャツなどを着てやっと見学でき
るレベルでした。
　ベルリンは ５ 月に入ると 9 時半まで日光が出ていて明るいので，生活時間が日本に比べると ５ 時間くらい
長く感じます。また，朝も ４ 時前から明るいので，早起きして走ったりしてました。
6 ．感想
　ドイツの医療現場は実際に行ってみると日本で感じていたものとは異なった医療現場の空気を感じること
ができて，大変有意義でした。もちろん，今回行ってきた病院は日本の基準で考えると普通ではないような
病院だったので，異なっていて当たり前のように感じますが，手術専用の病院の運営について学べたのは大
きいと思います。これを経験していることで，将来に役に立つと思いました。
　ドイツの医療では，内科と外科の住み分けがはっきりしており，診断や治療は内科，手術や術後管理は外
科が行うもの，との認識を持ちました。住み分けがしっかりしていることは，医療費削減の点で効率的だと
思いました。歴史的にも西洋の神経医療は，神経内科や精神科から始まり，外科は近年発展してきたという
ことから日本とは逆の経緯であり，神経内科が神経医療のほとんどを担っていることには納得できます。し
かし，私は将来は神経医療に携わりたいと思っているので，診断から治療まですべてに関われる，日本の脳
外科のスタイルの方がやりがいがあると思いました。
　病院の医師のライフスタイルも，オンオフがはっきりしており，間違って休日（ ５ / 1 はドイツは休日で
す。）に病院に行ったときは誰一人病院にはいなかったので，休日出勤がないことにも驚きました。
　私は今回，ドイツの医療現場を経験できてよかったと思います。海外の医療は一様ではなく，国ごとに
違っており，当然いい面も悪い面もあり，歴史的に見ても日本とは異なっています。日本には日本のいい部
分があり，それが良く機能している部分と悪くなっている部分を見分けるためにも今回の実習は参考になり
ました。単純に比較するのではなく，歴史的だったり人種などの社会的背景を考慮して評価しなければなら
ないことがわかりました。
7 ．後輩に言いたいこと
　ベルリンは観光名所：ベルリンは観光場所が多く，それを見て回るだけでも様々な発見があると思いま
す。私は行く前はあまり興味がなかったのですが，実際にいくつか回ってみると歴史的な事柄について詳し
く知ることにつながり，興味深く感じました。また，大学生協で作れる国際学生証を持っていくと，観光料
金が割引になったり，音声ガイダンスが借りられたりと，お得に観光できます。
　現地での生活：町中は落書きが多いけど，普通なので安心して生活してください。電車の定期券が 1 か月
8２ユーロで購入できますが，路線図が複雑で面倒なので，自転車がオススメです。 ４ 月 ５ 月は大体晴れてる
ので，中古の自転車を購入しておけば，自由度が広がります。街中のどこにでも駐輪所があり，トラムや電
車も自転車の持ち込みができ，道路は自転車専用のレーンや信号があるので，ベルリンはかなり自転車に優
遇された街でした。帰るときは，便によっては自転車の持ち込みができるものもあるので，気に入ったら持
学生海外研修レポート 85
20１7年海外選択制臨床実習報告書 
Montreal General Hospital
田邊慶太郎
　２０17年 ４ 月 ２ 日〜 ４ 月２５日までの ４ 週間，アドバンス実習の海外プログラムとして第一外科の芳村教授，
本間先生のご縁とご尽力のもと，カナダのケベック州モントリオールにある，MontrealGeneralHospital
（MGH）にて胸部外科の見学，及び実習をさせていただきました。
　留学のきっかけは， ３ 年時に受けた京都大学呼吸器外科教室教授の伊達洋至先生の特別講義でした。伊達
ち帰ることもできます。（私は現地でお世話になった先生にあげました。）アジアスーパーとかあるので，日
本食が欲しくなったら行ってみてください。かなり高いですが，味噌や納豆，醤油，米などが売ってます。
8 ．終わりに
　今回，素晴らしい経験ができました。黒田先生，ありがとうございます！
歴史あるベルリン・オリンピアシュタディオン。過去オリンピックやワールドカップが開かれた他，ナチスのアドル
フ・ヒトラーの演説に使われた，良い意味でも悪い意味でも歴史的なスタジアム。今は週末にサッカーの試合やロッ
クコンサートなどに使われている。見上げた時の空を切り取った風景はとても美しく，絶景でした。ベルリンの外れ
にあるので，ちょっと遠いですが是非行ってみてください。国際学生証があれば英語の音声ガイダンス端末が無料で
借りられます。
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先生は日本ではじめての肺移植を執刀されたときのこと，そして自らの留学経験を中心に講義されました。
伊達先生は肺移植を学ぶためにアメリカに留学され，世界ではじめて肺移植を成功に導いたクーパー先生の
もと修行されました。その経験を日本に持ち帰り，現在も肺移植の第一人者として活躍されています。伊達
先生の9０分の講義が人生を変えたと云っても過言ではなく，そのときから呼吸器外科，海外留学に興味を持
ち，いろんな縁に恵まれ，今回の留学に至りました。
　お世話になったMGHはMcGill大学の附属病院で，モントリオールのダウンタウンに立地する歴史の長い
病院です。第一外科の本間先生が以前，３ ヶ月間留学され，その縁があり今回，留学することができました。
　MGHの胸部外科では呼吸器，及び上部消化器の手術が数多く行われており，今回の留学で４０症例を経験
することができました。胸部外科チームの朝は早く， ６ 時３０分から回診を行い，回診が終わり次第，朝食を
摂りながらミーティングが行われていました。 1 日の手術数は胸部外科チームではおよそ1０件で，先生方の
配慮で術野に入り，手技教えていただけました。また毎週木曜日の朝には医学教育の父と称されるWilliam
Osler博士の名を冠した講堂にて，勉強会が開かれていました。
　今回経験した４０症例の中でも肺癌が右冠動脈に浸潤した症例の手術では，心臓外科との合同の手術にな
り，人工心肺を使用し，冠動脈バイパス術と肺葉切除を行いました。このような拡大手術は経験がなかった
のでとても印象深く残りました。この手術を執刀されたDr.Spicerは手技が上手で，知識にも富んでいるだ
けではなく，誰もが愛し，尊敬されるような人格者でした。いつもわかりやすい英語で症例の説明をしてく
ださったので，より理解が深まりました。胸部外科の教授であるDr.Ferriは呼吸器領域，上部消化器領域
の外科手術を行うだけでなく，上部消化器領域の早期がんに対する内視鏡的治療（EMR，ESD）も行い，
教育，基礎医学研究にも熱心な外科医の理想像ともいえる先生でした。その明るいキャラクターで胸部外科
チームを引っ張っていた姿が印象的でした。留学期間中，最後の症例となった肺アスペルギルス症の手術で
は，肺葉切除に加え，胸膜剥離術，肩甲下筋癒着術も合わせて行われていました。最後の症例を執刀された
Dr.Sirois先生はウィットに富んでおり，医学だけではなく，車，音楽に関しても造詣が深く，異国の地で
音楽談義ができたことは嬉しかったです。このように様々な先生のもとでバリエーションに富んだ症例を経
験することができ，また実際に術野に入って見学や手技を行うことができたのでとても充実した ４ 週間にな
りました。
　病院では胸部外科チームの先生方にお世話になっただけでなく，ナースの方々，麻酔科医の先生方，
McGill大学の学生，そして日本からMGHに留学されている日本人医師の先生方にもお世話になりました。
また，MGHに留学されている先生方のご縁で，現地で活躍される日本人の医師の方々と交流する機会もあ
り，今後の医師としてのキャリア，目標など様々な面で勉強になりました。
　病院だけではなく，モントリオールは街，そして陽気で親しみやすい人々が魅力的な街でした。下宿先の
オーナーのMrs.Mireyaはいつも親切にしてもらい，洗濯物や生活必需品の心配なく充実した日々を過ごせ
ました。モントリオールは古い町並みがとても綺麗で，治安もよく，平日も実習が終わり次第，街を探索し
ました。本間先生におすすめされたレストラン，日本でも有名なシルク・ド・ソレイユ，そしてカナダ人の
魂ともいえるアイスホッケーの試合も観戦することができました。また世界遺産として名高いケベックシ
ティも観光し，美しい街並みを楽しむことができました。病院だけでなく，現地の文化，食事，人々と接す
る機会があったことは幸運でした。
　MGHへの富山大学からの学生の留学は今回がはじめてで，第一走者として ４ 週間，自分なりに頑張った
つもりですが，至らないところも多々ありました。第一に英語力の無さを痛感させられました。自分の伝え
たいことが伝えられないのはストレスでしたし，もちろん相手にもストレスを与えてしまったと思います。
それにも関わらずお世話になった先生方は積極的にわかりやすい英語でコミュニケーションをとってくれま
した。そして医学的な知識，技術も足りていないと感じることが多かったです。加えて先生方の器の大きさ，
医学に対する情熱，患者さんへの気配りなど学ぶことが多々ありました。
　今回の留学で一番の収穫は ４ 週間の中で出会った人々です。異国の地で ４ 週間，生き延びることができた
のも多くの人々の助けがあったからです。そして無事に ４ 週間の実習を終えることができたのも胸部外科
チームの先生方，そしてMcGill大学の学生のおかげです。充実した日々を過ごせたことに感謝しても感謝し
きれないです。PaulMcCartneyのEbonyandIvoryという 曲 の 中 の 一 節 に“Welearntolivewhenwe
learntogiveeachotherwhatweneedtosurvivetogetheralive”とあります。真のコミュニケーションは
learnとgiveがあってこそ成り立つと思います。今回の留学では，自分は何かしらgiveできたか自信が無い
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内蒙古医科大学附属病院
荒木幸紀
１ ．はじめに
　中国のモンゴル自治区にあります内蒙古医科大学にて２４日間（ ２ 月 ３ 日から２7日まで）研修し，たくさん
のことを学ばせていただきましたので，ほんの一部ではありますがご報告させていただきたいと思います。
2 ．目的
・日本（富山大学）と内モンゴルにおいて提供されている医療の水準に差はあるのか，患者層や疾患に違い
はあるのか，診察などのシステムはどう違うのかといった相違点に注目する。
・中国やモンゴルの伝統医学を実際に体験しながら学ぶ。
３ ．準備
・事前にネットを利用して，見学したい診療科を調べておき，リストアップして先生に提出しました。
・私たちが内モンゴルへ行く数週間前に，内蒙古医科大の先生方が日本に来られていたので，一緒に食事を
させていただきました。
・持ち物は衣服が主で，夜は気温が−２０度と聞いていたものですから，スキーウェアやダウンジャケットな
どをスーツケースに詰め込みました（スキーウェアは必要ありませんでした）。容量の関係でスーツは持っ
て行かなかったのですが，むこうでは院長，副院長先生がたと食事させていただく機会が多く，フォーマル
な格好を持っていけばよかったと反省しました。
・ ２ 週間以上の滞在になるので，VISAを取得しておく必要がありました。
・簡単な自己紹介を，中国語で考えました
４ ．実習内容
　フフホト市にある内蒙古医科大学附属第一病院，パオトウ市にある内蒙古医科大学附属第三病院包鋼病
院，この二つの病医院にて各1０日ずつ実習させていただきました。どちらも病床数は約３０００床とかなり大き
な病院でした。各病院で色々な診療科を見学させていただいたので，各科ごとに学んだ内容を簡単にまとめ
ていきたいと思います。
5 ．内蒙古医科大学附属第一病院
・整形外科
　主に病棟の案内をしていただき，どういった疾患の患者さんが入院されているのか，またどのような治療
ですが，モントリオールの人々から多くのことをlearnできました。そして，もし次の機会があれば医師と
して，人として成長し，”learnandgive”できたらいいと考えています。
　このような素晴らしい機会は，芳村教授，本間先生，MGHのDr.Ferri，Dr.Spicer，Dr.Sirois，Dr.
Molina，Dr.Madani，モントリオールの人々，そして今回の実習を応援してくれた両親のおかげで実現す
ることができました。そして留学のきっかけ，医師としての夢を与えて下さった伊達先生にも感謝の気持ち
でいっぱいです。今回の経験で少なからず自分なりの理想の医師像ができあがりました。この経験を今後の
人生に活かし，医師として富山の人々，そしてお世話になった富山大学に恩返しをすることが私の使命と考
えています。最後に実習に携わってくださったすべての方々への感謝を報告書の結文とさせていただきま
す。本当にありがとうございました。
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がなされたかなど説明を受けました。日本のように横断歩道や信号などの交通整備がされていないことがや
はり関係しているのか，交通外傷がかなり多い印象でした。また，特に印象的だったのは，レントゲン画像
は日本のように電子カルテで見るのではなく，フィルムであり，さらにそのフィルムは患者自身で保管され
ているということでした。
・消化器外科
　主に手術見学をさせていただきました。手術内容としては，高齢女性のイレウスに対する腸管切除術，腹
腔鏡下胆嚢摘出術でした。手術の術式や用いられる器具は，富山大学で使われているものとほぼ同じであり，
日本との医療水準の差はあまり感じませんでした。
・生殖医療
　２０1５年に“一人っ子政策”が緩和され，挙児希望のある女性が増えたことを背景に，中国においては生殖
医学が発展してきているということでした。施設内には高度な医療機器がたくさんあり，設備は十分に整っ
ているという印象でした。
・蒙古医学
　患者さんは基本的にモンゴル人の方で，モンゴルから遥々来られているようでした。モンゴルに大きな病
院がないことが背景にあるようです。実習の内容としては診察（伝統的な脈診など），漢方の処方を見学し，
また実際に体験させていただきました。
・中国医学
　伝統的な鍼灸治療，按摩治療，漢方治療を見学しました。来られていた患者さんは，脳梗塞後の片麻痺で
あったり，顔面神経麻痺，外傷後の知覚鈍麻，筋肉痛，関節痛，いわゆるニキビまで様々でした。中には数ヶ
月単位で治療されている方もおり，麻痺の症状はかなり改善しているとのことでした。
6 ．内蒙古医科大学附属第三病院包鋼病院
・救急科
　時期が旧正月ということもあり，急性アルコール中毒が多い印象でした。
　簡単な身体診察や心電図などの検査結果の読み取り方などのレクチャーをしてくださいました。
・内科系（循環器内科，消化器内科）
　まず，病棟の案内と患者説明を受けました。その後，消化器内科では内視鏡検査や治療，循環器内科では
カテーテル治療を見学しました。
　消化器の分野で印象に残ったのは，日本ではC型肝炎からの肝不全が多いのに対し，内モンゴルではB型
肝炎が原因のものが多いことです。背景にB型肝炎ワクチンの整備がきちんとされていなことがあるようで
した。
　循環器の分野では，日本に比べ比較的若い年齢から心筋梗塞など虚血性心疾患が多いということが印象的
でした。羊肉などの肉中心の食生活が関係しているのではないかということでした。
・消化器外科
　フフホトでの見学内容と重複するので割愛させていただきます。s状結腸癌に対する開腹での結腸切除術
を見学しました。
・生殖医学，中国医学
　フフホトでの見学内容と重複するので割愛させていただきます。
「全体を通して私が見た違い」
・X線やCTなどの検査室へは看護師が連れて行くのではなく，患者あるいはその家族が直接連れて行きま
す（独歩，あるいはストレッチャーに乗せて）。
・受付から受診までのシステムが日本のように整備されていません。受診番号といった制度はなく，評判を
もとに，自分が見てもらいたいと思う医師の診察室前に行き，行列をつくるといった感じでした。
・手軽に医師に診察してもらえるアプリあるいはサイトが中国にはあるとのことでした。それぞれの医師に
専用のページがあり，患者はそこに自覚症状あるいは皮膚症状などの写真を送り，医師からの返事を待つと
いうシステムです。
・治療は先にお金を支払ってからのようでした。
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7 ．現地の生活について
・第一のフフホトの病院見学では，病院の目の前のホテルに宿泊させていただきました。食事に関しては，
朝はホテルのバイキング，昼夜は病院の食堂でいただきました。実習が終わると，有志の学生さんが観光や
食事に連れて行ってくれました。
・第二に見学したバオゴウ病院では，病院の敷地内にある，国の高官などVIP専用のかなり広い病室を一人
に 1 部屋ずつ用意してくださいました。食事は，朝昼夜とフフホトとは別の学生さんたちがテイクアウトの
食事を買ってきてくれ，一緒に食べて交流を深めるという形でした。
・また，夜は各病院の院長を含むたくさんの先生方と食事をご一緒させていただき，美味しい食事やお酒を
ご馳走になりました。手厚い歓迎をしていただき，それに対するこちらからのお礼の気持ちとして歌を披露
し，最後には全員で合唱したりしました。
8 ．感想
　非常に充実した 1 ヶ月でした。私たちが初めての海外留学生ということもあり，どの診療科に行っても手
厚くもてなしてくださり，親切に指導してくださいました。ただ見学するだけでなく，実際の患者様を通し
て中国医学特有の脈診など多くのことを体験させていただき，素晴らしい実習でした。
　実習内容でも述べましたが，一つの診療科をじっくりまわるのではなく，できるだけ多くの診療科を見学
して回るという形だったので，経験としては広く浅くであったとは思います。しかしながら，その分日本と
中国の医療の違い，システムの違いなど様々な診療科を通して実感することができたと思います。　
9 ．後輩に言いたいこと
　ある程度中国語を勉強していくと良いと思います。同世代の学生の方は私たち日本の学生よりも英語を積
極的に勉強されている印象で，問題なく英語でコミュニケーションをとることができました。しかしながら，
上級医の先生や看護師の方々は英語はあまり話せないという方が多く，中国語は話せないのかと聞かれる
シーンが多々ありました。自己紹介含め簡単な中国語を勉強しておくと，よりスムーズにコミュニケーショ
ンが図れるのではないかと感じました。
　また，私たちが第 1 期生ということもあり，私たちの意見や要望にはかなり柔軟に対応していただいた印
象です。内蒙古医科大学での実習を積極的に考えている方で，実習内容などに何か意見があれば，ためらわ
ずに言ってみた方が良いと思います。必ず対応してくださり，より充実した実習になることは間違いないで
す。
１0．終わりに
　富山大学第二外科から内蒙古医科大学附属病院への海外研修は今年が記念すべき第一回目ということもあ
り，他の国への海外研修を選んでいたなら経験できないような不測の事態や出来事が多々あり，それを含め
ても非常に貴重で有意義な，そしてあまりにも短く感じる 1 ヶ月でした。今回の海外研修にあたり尽力して
くださいました第二外科長田先生，高野さん，内蒙古医科大学附属病院の先生や事務の方含め関係者の皆様，
日常生活のサポートをしてくれた学生の皆様，本当にありがとうございました。内蒙古医科大学を選択して
本当に良かったと心から思います。また，私自身立派な医師に成長し，もう一度内モンゴルの地を踏めたら
と思います。ありがとうございました。
※費用：飛行機代￥1２４,６００
　　　お土産代などの雑費約￥３０,０００
　　　食費￥ ０
　　　計　¥1５０,０００〜1６０,０００
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食事の一例学生交流会（内蒙古医科大学 4 年生） 
手術見学（消化器外科） 
救急診療科にて 
内蒙古医科大学附属第三病院包鋼病院 
内蒙古医科大学附属第一病院（夜） 
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20１7年海外選択制臨床実習報告書 
内蒙古医科大学附属病院
伊藤富良野
１ ．実習場所
　内モンゴル自治区
　内蒙古医科大附属病院
　フフホト（第一病院18０7床）
　包頭（第三病院1５００床）
2 ．概要
・言語中国語（英語話せる人は少ない）
・天候気温は−２０〜− ５ ℃。
　雪は少なく，湿度も低い。
・時差日本時間− 1 時間
・通貨　元
・物価日本の 7 割程度。
・治安良いが，盗難には注意が必要。
３ ．日程（20１7/ 2 / ３ ─ 2 /27）
２ / ３ 　富山→セントレア空港
２ / ４ 　セントレア空港→フフホト
２ / ６ -1４　第一病院にて実習
２ /1５　フフホト→パオトウへ車で移動
２ /1６-２４　第三病院にて実習
２ /２５-２7　パオトウ→北京→セントレア空港
４ ．交通手段
・飛行機
　［往路］
　Koreanair ：セントレア→ソウル　２.５h
　Airchina ：ソウル→北京　 1 h
 北京→フフホト　1.５h
　［復路］
　Airchina ：パオトウ→北京　1.５h
　Etihad ：北京→セントレア　 ３ h
・車
　フフホト→パオトウ ３ h
5 ．実習内容
＜第一病院＞
　中医科，モンゴル医科，整形外科，泌尿器科，消化器外科，生殖医療科を見学した。
　一日のスケジュールは，午前中は外来見学。午後は病棟見学，外科では手術見学。
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20１7年海外選択制臨床実習報告書 
内蒙古医科大学附属病院
定塚良甫
はじめに
　私は低学年の時， ６ 年生の実習で海外に行けるという情報を得てから，機会があるのなら海外で医療を学
びたいと思っていました。その時はいい経験になればいいなくらいに思っていました。いざ選択制臨床実習
を選ぶとなったとき，費用を両親に出してもらうので具体的にどんな理由で行きたいかを真剣に考えてみま
した。そこでたどり着いた答えは「日本の医療の実態を理解するには他の国の医療を実際に体験しないとわ
からない」でした。行く国はいろいろな診療科を学べる韓国にしようとしていましたが，直前に内モンゴル
自治区（中国）という聞きなれない地名が紹介されていて，自分で行くことが出来なさそうな内モンゴル自
治区を選びました。
目的
　上に記したように，自分の国の医療しか見ていないので他の国での医療は同じなのか違うのかを直接見
る。また海外の異文化にも触れる。
　一日ごとに異なる科を見学させていただいた。
　実習中は日本語を話せる通訳の方がいらっしゃり中国語がわからなくても大丈夫だった。
＜第三病院＞
　救急科，中医科，消化器内科，胃腸外科，心胸内科，生殖医学，神経内科を見学した。
　こちらでも一日のスケジュールは同様。救急では常にERにはりついていた。
　現地の医学生との交流会も開いていただいた。
　実習中の説明は，現地の学生が付いてくれ，英語でやり取りしていた。
6 ．感想
　医療の水準としては富山大学とそれほど違いがないくらいであった。
　中医学とモンゴル医学か日本の漢方医学とは異なった点が多くあり，ここでしか学べない経験だった。
　目を引くような，珍しい治療やずば抜けて高度な医療を行っているわけではないが，患者さんとの接し方
や診察方法，システムなど国や文化が違えばそれらも異なっており，それに触れてみることで，自分たちが
日頃学んで当たり前のように目にしている日本の医療の，良い点や悪い点を認識することができた。
　とても有意義で貴重な体験となった。
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準備
　目的地が決定し，現地の気温を調べてみたところ，摂氏−３０度ほどと知り，急いで最適な服装について調
べました。結局高性能のウインドブレイカーとダウンジャケットを新しく買いました。言語については英語
が話せれば大丈夫だと思っていましたが，医師でも英語が喋れない人のほうが多いことを知り，急いで中国
語の教科書と携帯アプリを取りました。
実習内容
　実習内容は午前中から昼まで実習し，昼休憩のあと夕方まで実習をしました。実習中は通訳の方がいらっ
しゃって，中国語がわからないときは日本語もしくは英語で聞くことが出来ました。ただすべて正確に訳し
てくれる訳ではないので，生の声を理解したいのであれば中国語をマスターした方が良いと思いました。実
習内容は日本にいるときとほぼ同じでした。
現地の生活について
　朝はとても寒く，風が強いときがあるので耳あてやネックウォーマーがあると便利でした。朝昼晩すべて
食事を用意してくれるので食べ物には困りませんが，いつも食べる量の倍出てくるので，食べれない場合は
減らしていただけます。また現地の学生が面倒を見てくれるので，週末に観光地などに行ける可能性があり
ます。
感想
　 1 か月という長い期間海外に滞在したことがなかったので，とても貴重な経験が出来ました。中国という
地も初めてだったので，すべてが新鮮で異文化を経験するという点でもよかったです。実習では自分の大学
では見れない中医学や蒙医学について長い日数学ぶことが出来ました。医療行為を見るだけではなく，実際
にやってみたり，医療行為を受けてみたりしました。正直日本でほとんど西洋医学しか学んでなかったので
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中国医学はどれほどまで効果があるのか興味がありました。実際に見た患者の例をあげると，５０歳女性，交
通事故で脳出血による左半身麻痺，治療方針は針治療で治療開始から一か月半で徐々に回復したとのことで
した。8０歳女性，脳梗塞による半身麻痺，治療は針で手の方は回復した。脚はまだとのことでした。治療の
効果を実感するとともに中国伝統医学の力を肌で感じることができました。
　他にも消化器外科，整形外科，泌尿器，生殖医療や内科など様々な診療科で実習させていただきました。
回診，入院患者の説明，手術見学，手術ビデオを見せて頂きました。治療内容を日本と比べてみましたが，
学生の自分が感じた印象は治療方針自体は日本の医療のアプローチと変わらない印象を受けました。手術の
指導なども北京大学から定期的に来ているとのことでした。特徴的だったのは整形外科で，中国は日本と違
い車優先で，交通事故が多いので，整形外科病棟では交通外傷の方がたくさんいました。
後輩に言いたいこと
・費用の面は，現地では食事と宿泊費が必要ないので航空券代とお土産代のみが必要です。
・現地の人に本当によくしてもらえるので，日本からのお土産を持参した方がいいです。
・現地の病院で英語を使える人は，学生の方が英語を使える人が多く，医師はほとんど使わないので直接質
問したい場合は中国語を勉強した方がいいです。
終わりに
　一言で表すなら「本当に行ってよかった」です。医療を学ぶだけでなく，異文化に触れ，異なった環境で
育った人たちとコミュニケーションが取れ，全く知らない大勢の前で英語で話したり，自分の中で自信にな
りました。当初の目的であった自分の国の医療と他の国での医療の違いは正直専門を持たない学生の目では
正確に捉えられなかったと思います。しかし，教科書やネットで見るのではなく，実際に現地の医療を見て，
肌で感じることが出来たのは今後世界に目を向けるために大きな自信になったと思いました。
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20１7年海外選択制臨床実習報告書 
忠南大学
栗原　脩
はじめに
　私は ６ 年でのアドバンス実習の第一タームうち ４ 週間（２０17年 ２ 月18日から ３ 月19日）を韓国の忠南大学
付属病院で実習させていただきました。これは本学と忠南大学の交換プログラムの一環として行われたもの
であります。忠南大学付属病院での実習はフレキシブルであり，希望した診療科で実習させていただけると
知ったのが決め手でした。私は整形外科と形成外科で二週間ずつ実習を行いました。
　かねてから私は漠然と海外の医療を見てみたいという想いを持っていましたので，医師として留学を経験
する前準備としても他国の医療に触れることができ大変良い経験でした。
目的
　語学研修や海外旅行では触れることのできない他国の医療現場の空気を実際に肌で感じ，医学，語学の点
で成長することを目的としました。
準備
　まずは実習の日程の調整から始まりました。この点に関しては忠南大学の学期のスタート時期などの点か
らそれに従う形となりました。日程が決まってからは航空券，保険，韓国での移動手段，携帯電話のSIMカー
ドなどを少しずつ調べながら手配していきました。また韓国へ行く前に，忠南大学から四名の学生が交換留
学生として富山大学で二週間実習を行なっていましたので，彼らと実習以外の時間を過ごす事で様々な話を
し，韓国での生活を想像でき，必要なもの，そうでないものが見えてきました。
実習内容
　最初の二週間は整形外科での実習でした。整形外科の朝は早く， 7 時から医局でカンファレンスと学生向
けのレクチャーがあります。その為 ５ 時半に起床し，シャワーを浴びて身仕度を済ませ， ６ 時半に寮を出ま
す。そこから徒歩十分ほどの距離にある整形外科，リハビリテーション病棟まで行き，学生控え室で韓国の
学生達と合流し，医局に向かいます。医局では朝食としてキンパというおにぎりが配られ，それを食べなが
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らレクチャーを受けます。レクチャーの内容は韓国語と英語が入り混じり全てを理解するのは困難でした。
そのあと病棟回診があり，そのままオペ室へ向かいます。忠南大学付属病院は富山大学付属病院とは異なり，
診療科ごとに手術室がありました。午前中に ２ 〜 ４ 件の手術を見学し，オペ室内の食堂で昼食を取りすぐに
手術見学に戻ります。午後は 1 〜 ４ 件の手術を見学し大体 ５ 時から 7 時の間に実習は終了します。月曜から
金曜日まで毎日手術があり，本当に沢山の症例を見る事ができました。上肢，下肢，脊椎，腫瘍チームがあ
り，それぞれのチームでカラーが異なり，術野で手術に参加させて頂ける場合もそうでない場合もありまし
た。
　後半の二週間は形成外科での実習でした。形成外科では外来見学，手術室見学，病棟見学をローテートし
ました。韓国では実習期間中に各科で小分けにしてOSCEが行われており，形成外科では縫合のOSCEを受
け，韓国の学生と同様に評価して頂きました。また救急外来にも連れて行って頂き処置の補助をしたり，救
急の現場の雰囲気も見せて頂けました。
現地の生活について
　主に日本に来ていた四名の学生がとても手厚く生活の手助けをしてくれました。到着した日に駅まで来て
くれて，スーパーや病院，寮，カフェなどを一通り案内してくれました。実習後の食事や，週末には色んな
場所を案内してくれました。困った事があれば何でも解決してくれる心強い存在です。実習で一緒になった
学生も同様で，実習後は夕食をご馳走になったり，班の飲み会に呼ばれたり，サッカー部の練習に混ぜても
らったりと，とにかく毎日充実した交流を持てました。韓国では ４ 年間の学部卒の後に医学部に入るシステ
ムが取られており，アメリカの大学を卒業しとても流暢な英語を話す学生も多く，英語のトレーニングにも
なりました。韓国へ行く直前に政治的に問題があり駐韓大使が帰国するなど不安要素もありましたが，韓国
で反日を感じる場面はほとんどなく安心して一ヶ月を過ごす事が出来ました。
感想
　治療や機材の面では日本と大きくは変わらないと感じましたが，システムなどは異なる部分もあると感じ
ました。例えばオペの際に術野を作るのは術者ではなく若い医師で，あらかじめ清潔野を準備します。そこ
に術者がやって来て肝心の部分までの操作を行います。そこからはまた若い医師に任せ，術者は次の手術室
へ行きます。それを繰り返すことにより，かなりの件数の手術を行なっていました。また各手術室に専属の
麻酔科医がいるわけではなく，一人の麻酔科医が同時に数件の麻酔を受け持っていました。私が富山大学附
属病院の実習で経験した手術とは異なり驚きました。
整形外科，リハビリテーション病棟
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　韓国では医学用語を英語で学んでいました。様々な場面で自分の不勉強を痛感しました。それと同時にと
ても良い刺激を受ける事が出来ました。
終わりに
　最後になりましたが，忠南大学での実習にあたり尽力して下さいました廣川先生をはじめとする富山大学
の関係者の皆様，忠南大学の関係者の皆様，忠南大学医学科の ３ ，４ 年生の学生には大変お世話になりまし
た。深く感謝申し上げます。
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忠南大学
廣田知実
はじめに
　富山大学の教育理念に掲げられている国際的人材の育成のため，本学では海外における実習制度が導入さ
れている。国際的人材育成の一環でもある今回の選択制海外臨床実習では，大学院医学薬学研究部間で部局
間学術交流協定・学生交換覚書が結ばれている韓国の忠南大学校医学大学にて研修を行わせていただいた。
本臨床実習では，およそ 1 か月にわたり，忠南大学校にて自身が希望した医局にて実習を行う。また，医学
の勉強だけでなく，国が異なる学生間での交流を盛んに行い，グローバルな視点や考えを身に着けることが
できるようになっている。
参加の動機
　日本以外での医療に興味を持ち，医療に対する幅広い視野を身に着けたいと思っていました。日本では当
たり前に行われている医療は他の国ではどうなのか，日本でよく見られる疾患は他の国ではどうなのか，と
いったことを自分の目で見たいと思い，選択制海外臨床実習への参加を決意しました。
準備
　事前に忠南大学の留学生担当の方と連絡を取り，韓国での生活で必要なものをお聞きし，準備を行いまし
た。勉強面では，韓国にて実習を受ける分野の知識を復習し，実習で多くの知識を得られるよう準備しまし
た。
　忠南大学と富山大学は交換留学プログラムがあり，私たちが韓国での実習へ参加する前に忠南大学の学生
が本学にて実習を行っていました。そのため，その学生との交流を前もって行っておくことが，韓国での実
習や生活を円滑に行える要因となりました。
日程
平成２9年 ２ 月17日　富山→東京→ソウル→デジョン
平成２9年 ２ 月２０日〜平成２9年 ３ 月 ３ 日　感染症科実習
平成２9年 ３ 月 ６ 日〜平成２9年 ３ 月17日　麻酔科実習
平成２9年 ３ 月18日　デジョン→ソウル
平成２9年 ３ 月19日　ソウル→東京→富山
実習内容
　私は感染症科で ２ 週間，麻酔科で ２ 週間実習をさせていただきました。実習は基本的に忠南大学の学生実
習とほぼ同じ内容の実習を行っていたのですが，感染症科は忠南大学の学生は実習をしていない時期であっ
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たため，富山大学からの実習生 ２ 人のために実習プログラムを組んでいただきました。
感染症科
　午前 8 時から内科合同カンファレンスに参加し，症例発表やワンポイントレクチャーを聞きました。
　その後感染症科カンファレンス入院している患者さんの疾患についてのレクチャーや翌日までに調べてく
る課題を出していただきました。
麻酔科
　午前 8 時から麻酔科カンファレンスに参加し，その日の麻酔予定について聞きました。
　主に午前は手術室で麻酔見学，午後はペインクリニック見学やレクチャー，学生同士で静脈路確保の練習
をさせていただきました。また，実習最終日には学生と一緒のテストを受けました。
ペインクリニックが盛んで，忠南大学では毎日４０人以上の患者さんに処置を行っていました。
現地の生活について
　忠南大学と富山大学は交換留学プログラムがあり， 1 月に忠南大学から富山大学留学に来ていた学生が，
韓国での私たちの生活について手助けしてくれました。大学の外ではほとんど英語が伝わらなかったので，
買い物や食事の際に通訳をしてくれていました。
　宿泊は忠南大学の留学生寮を提供していただきました。供用のキッチン，シャワー，洗濯機があり，生活
に困ることはほとんどありませんでした。食事は大学内カフェテリアで食べたり，実習班の学生が食事に連
れて行ってくれたりしました。
　休日は，主に交換留学プログラムの学生が中心となって，車や電車で歴史的な遺跡や町並みの観光に連れ
て行ってくれたり，ソウル観光の案内をしてくれたりしました。
感想
　韓国での実習前は多くの不安を胸に韓国へ旅立ちました。これほど長く海外で過ごすことは初めての経験
であり，また英語も堪能でない私にとって，実習が成功するか非常に不安に思っていました。しかし，忠南
大学の先生方や学生が手厚く支援してくださり，今回の実習は生涯忘れられない経験となりました。
　勉強で忙しい中，交換留学の学生を中心に，韓国での思い出作りのために，と休日に観光に連れて行って
くれました。また，毎日の食事や生活に不自由がないようにと気遣い，食事に連れて行ってくれたり，暖房
器具を貸してくれたりと，本当に親切にしてくれました。さらに，スムーズに実習が行えるように事前に実
習班の学生に紹介してくれたおかげで，
　快適で充実した 1 ヶ月間となりました。このような経験から人とのつながりの大切さを改めて感じ，これ
からの生活においても，人とのつながりを大切に生活していきたいと思いました。
　私は忠南大学での選択制臨床実習に参加してよかったと強く思います。最初は不安に思っていることで
も，終わってみれば自身の将来のためになることが多くあると思います。これからもたくさんのことにチャ
レンジし，様々な経験を積んでいきたいと思います。
謝辞
　まず，非常に有意義な韓国実習を計画していただきました富山大学の諸先生方，職員の方々にお礼申し上
げます。また，韓国での実習において，貴重な時間を割き，指導していただいた忠南大学の先生方にお礼申
し上げます。そして，韓国での生活をサポートいただいた，韓国の学生，事務の方々に感謝いたします。
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【動機】
　かねてから ６ 年時の海外研修には興味がありました。自分は内科志望のため，内科を見学できる研修先は
ないものかと探したところ，韓国がそれに該当したため希望しました。
【日程】
２０17/ ２ /18：成田空港→仁川空港→大田
２０17/ ２ /２０〜 ３ / ３ ：感染症内科にて実習
２０17/ ３ / ６ 〜 ３ /17：呼吸器内科にて実習
２０17/ ３ /19：大田→仁川空港→成田空港
【主な実習内容】
（ 1 ）感染症内科
　内科の中でも感染症に興味があるので志望しました。毎朝 8 時半に大講義室のような部屋に集合し，内科
各科の先生方のレクチャーを聞くことから始まりました。毎日，違う専門科の先生方が来られるのでかなり
勉強になりました。プレゼンそのものは韓国語で行われますが，スライドは英語で書かれていたため理解は
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可能でした。
　レクチャー後はカンファレンスと回診でした。韓国ならではの珍しい感染症，というものはありませんで
したが，寄生虫患者さんに日本よりも多く遭遇した印象があります。生肉を食べる習慣があることから，だ
そうです。実習中最も驚いたことが結核患者さんが一般病棟の中にいたことです。韓国では普通のことのよ
うで，忠南大学付属病院はまだ陰圧室なだけ整っている方だ，と言われたときには日本の結核病棟を思い浮
かべるとただただ驚くばかりでした。
　専門英語についてはそこまで覚えていたわけではありませんでしたが，教授はじめ，各先生方が非常に熱
心に教えてくださりかなり勉強になりました
（ ２ ）呼吸器内科
　感染症に続き，興味があるからという理由で見学させていただきました。
　朝は感染症内科と同じく 8 時半からレクチャーでした。呼吸器内科の先生がレクチャーされるときには僕
がいるから，という理由で全て英語でプレゼンしていただきました。最後には名指しで質問するように，と
いうサプライズ付きでしたが…
　忠南大学は肺癌治療を主に取り扱っており，その検査，生検，治療見学がメインでした。また，向こうの
学生とレントゲン読影もしました。毎週火曜，金曜にひとり２０枚ほどの胸部レントゲン写真を政治よう所見
など含め，すべて言い，最終的に疑われる疾患を述べるというものでした。普段，異常所見にしか目にいか
ない自分にとっては正常所見も含めて全て言う，というのはかなり難しかったです。
　呼吸器内科の先生方もかなり手厚く丁寧に指導をしてくださりました。これから行かれる学生の皆さんに
もお勧めしたい科です。
【プライベート】
　実習以外の時間は基本的には自由でした。食事は向こうの学生が案内してくれたり，実習先の穿刺が連れ
て行ってくださったりと， 1 ヶ月も滞在していたので韓国料理はほぼ食べ尽くした，といっても過言ではあ
りません。また，休日にはソウルに行ったり，郊外の観光地に行ったりと充実した時間を過ごせたように思
います。
【感想】
　韓国での実習，かなりお勧めです。その一番の理由は国際交流しやすいというものです。日本のニュース
などで韓国にはあまり良い印象を持っていない方も少なくはないと思いますが，実際はそんなことはありま
せん。実習期間中，学生や先生方には本当によくしていただけました。英語が苦手な方も，韓国の方が話す
英語は聞き取りやすく，慣れていない人にはうってつけです。怖がらずにチャンスだと思って是非飛び込ん
でみてください。
　医学の面においても外の世界に出る，というのは大切なことだと思います。外に出て気づくことも多かっ
たです。医学英語の勉強の機会にもなりました。
　最後に，多忙な中，今回の実習の調整に携わって頂いた廣川先生をはじめ，多くの方に感謝したいと思い
ます。本当にありがとうございました。
【経費】
交通費  ：高速バス＋航空券　 ３ 万円
海外保険： 1 ヶ月間　 1 万円
食費など： ４ 万円ほど（食費はほぼ出していただけました）
通信費  ： 1 ヶ月SIM　8０００円

交通費  ：韓国での交通費　 1 万円ほど
寮費  ：無料
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はじめに
　富山大学は韓国の忠南大学との間に交換留学プログラムを設けており，私は２０17年 ２ 月２０日〜 ３ 月17日の
４ 週間，忠南大学付属病院で臨床実習を行いました。
目的
　私は将来の志望科として精神科を考えており，精神科という文化の違いに大きく左右される科が，他の国
ではどうなっているのか，とても興味がありました。また，元々留学には興味があったので，今回の海外臨
床研修は大変良い機会だと考え，応募させていただきました。
　忠南大学では ４ 週間を自由に診療科を選ばせていただけたので，精神科に加えて，本学の臨床研修では見
ることのできなかった形成外科を見学させていただきました。
準備
　海外研修の説明会の後，韓国行きを決めた友達 ３ 人と共に，廣川先生にご挨拶に伺いました。そこで概略
と， 1 月に先に韓国の学生が日本に来ることを伝えられ，年末に向こうの秘書さんとメールでやり取りを行
いました。 1 月に ２ 週間の日程で韓国の学生がやって来た際には，我々 ４ 人が主に世話係となりました。韓
国の学生たちはとてもいい人たちで，すぐに仲良くなりました。それまで，留学の準備として事前学習など
あまり行っていなかったのですが，その ２ 週間で韓国学生から多くの情報をもらうことができました。韓国
語もその際に少し教わりました。
　韓国の学生が離れた後も，SNSでやり取りをしつつ，韓国語・英語の勉強をしながら，留学への準備を進
めていました。
実習内容
　私は，最初の ２ 週間の実習を，精神科で行いました。精神科では後期研修医の先生が私の担当になってく
ださり，実習に先駆けて，スケジュールなどの連絡はその先生と行いました。精神科で実習している韓国の
学生と一緒に病棟実習や外来見学を行いました。忠南大学精神科は一般精神，小児精神，老年精神に分かれ
呼吸器内科の先生方と留学生全員集合！！
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ており，それぞれに教授がいらっしゃいます。中でも力を入れているのが老年精神でした。韓国は今，日本
よりも急速に少子高齢化が進んでおり，国を挙げてその対策を行っています。精神科の分野では認知症対策
を主に行っています。外来ではKCERADと呼ばれる評価シートを用いた，スクリーング検査を見学させて
いただきました。さらに，大学から車で ２ 時間ほど離れた，認知症研究の中心となっている施設にも連れて
行ってくださりました。
　形成外科では，もう一人の日本人学生と二人で実習を行いました。形成外科ではほぼ毎日オペがあり，韓
国の学生も手術と病棟，外来の ３ チームに分かれて実習を行っていたので，我々も手術の内容を見ながら，
その日の実習内容を選択していました。外来ではレーザー治療を主に見学しました。手術では，外傷による
骨折やや手術後の再建術がほとんどでした。また外来での小手術も多く行われていました。また美容整形も
見学したかったので，先生方にお願いして，外部のクリニックにも案内していただきました。
　どちらの科も実習内容はとてもフレキシブルで，希望があれば，なるべく通していただけました。
生活
　大田広域市は韓国中部に位置する， ５ 番目の大都市です。首都ソウルからはKTXと呼ばれる高速鉄道で
1 時間，空港のある釜山からは約 1 時間半の場所に位置しています。その大田駅から車で約1０分ほどの場所
に，忠南大学医学部及び付属病院があります。
　宿泊場所は病院の敷地内の一番奥にある寮です。綺麗とは言い難いですが，1０畳ほどの部屋が一人一部屋
与えられ，不自由は感じませんでした。トイレとシャワー，洗濯機は共同です。
　韓国の方は，客人をもてなす文化が強く，毎晩のように，学生や学生に何度もご飯に連れて行っていただ
きました。大学の周りは大田の中心からは少し離れたとこですが，昔ながらの繁華街で，料理屋さんもたく
さんありました。韓国の食事には必ずお酒が付いてきます。韓国の方はお酒が大変強く，弱い方ははっきり
と断らないと，大変なことになります。お昼は病院の食堂が安価で利用できます。毎日違うメニューで，味
も大変良かったです。外科を回っている時は，オペ室の食堂が無料で利用できます。
　大学の周囲にはコンビニエンストアがたくさんあり，さらに徒歩1０分ほどに大きなデパートがあるので，
そこで生活用品一式を揃えることができます。
　休日や実習が早く終わった日などは，韓国の学生が様々な場所に連れて行ってくれました。ソウル観光な
ど遠出もし，韓国を満喫することができました。
　大田での生活面では特に苦労したことはありません。むしろ徒歩圏内になんでも揃っているので，普段の
生活よりも楽なくらいでした。日本でいうと，名古屋あたりの学生生活はこんな感じなのかな，と思いまし
た。
　大田の緯度は日本の東北地方のあたりです。私たちは， ２ 月に行ったので，とにかく寒かったです。最低
気温がマイナスになる日も多かったです。しかし雪は降らず，カラッと晴れていたので，清々しかったです。
後輩の方々に伝えたいこと
　海外旅行をされる方は多いかもしれませんが，海外の病院で実習を行える機会はそう多くはありません。
しかもそれが，実習のターム中に行けるなんてそんな素晴らしいことはないと思います。私も英語は堪能と
はとても言えませんが，医学は万国共通なので，なんとか理解できます。ぜひ，恐れずに海外にチャレンジ
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　２０17年 ６ 月 1 日から２０17年 ６ 月３1日まで，選択制臨床実習の一環としてベトナムのハノイにあるNational
HospitalofPediatricsで実習させていただきました。その内容をここに報告させていただきます。
きっかけ
　私は先輩から教えてもらい，ベトナムでの実習を知りました。私は心臓外科に興味があったので，海外実
習に興味を持っていましたが，海外旅行の経験が少ないこともあって最初は気が進みませんでした。ですが
縦割りの先生でもある産婦人科の吉野先生に背中を押してもらったこともあり，海外実習に行ってみようと
少しずつですが決心していきました。悩みながらも芳村先生にお願いしに行きましたが，突然のお願いにも
かかわらず，芳村先生は快く受け入れてくださりました。その後はとんとん拍子に手続きが進んでいき，ベ
トナム実習が決まりました。
準備
　準備は主に先方とのやり取り，渡航の準備，英語の練習になります。先方とはメールでやり取りしました。
もちろん英語です。 1 月ごろに芳村先生が連絡を取ってくれました。その後はやり取りを引き継ぎ，必要な
書類を用意して提出します。その時はまだ英語が今以上に十分でなかったので，英語の得意な友人に添削し
てもらっていました。また，アパートを借りて生活する場合は，このやり取りでお願いをします。アパート
の件もあったのでやり取りは渡航の直前まで行っていました。
　渡航の準備としてやることは飛行機の予約，ビザの手配，荷造りです。飛行機はネットで予約できるので
とっても簡単でした。慣れない海外でもあったので私はJALしましたが，夜遅くに着く便しかなかったので，
ちょっと不安でした。また，ベトナムに ２ 週間を超えて滞在する場合はビザが必要になります。ビザは日本
で取る方法と現地の空港で取る方法があります。極力向こうでやることを減らしたかったので，私は日本で
取りました。取り方は簡単で必要な書類とパスポート，手数料を現金書留でベトナム大使館に送付するだけ
です。詳しくはベトナム大使館のホームページやネットで検索すると出てきます。荷造りに関しては，海外
旅行に実習の道具を加えただけです。私の場合はスーツケースが重すぎたので，飛行機に積み込む際に重量
オーバーとなってしまいました。重量オーバーしたときの手数料が結構高いので，荷物を減らすなり， ２ つ
に分けるなりした方がいいと思います。正直向こうのアパートの大家さんが毎日洗濯してくれたので，衣類
をもっと減らせたなと感じました。また，現地のアパートの近くに大型のデパートがあったので，そこで必
要なものを買い揃えてもいいと思います。
して欲しいです。現地の学生も共有できる部分が多い為，すぐに仲良くなれます。
　行き先は，もちろん自分の興味ある科が実習先を持っていればいいのですが，そうでない場合はぜひその
科の先生に掛け合ってみてください。それでもダメだった場合は，ぜひ科を自由に選択できる韓国を選ぶと
いいと思います。
　医学に限らず，異国の地で一ヶ月間生活すると，とても自信がつきます。異文化交流はとても刺激的で，
毎日がスリリングです。皆さんが，海外実習に参加し，それが実りあるものになることを願っております。
終わりに
　最後に，韓国での臨床研修の実施に尽力してくださいました，廣川先生をはじめに富山大学の関係者の皆
様，忠南大学の関係者の皆様，忠南大學医学部の学生の方々に対して，深く御礼申し上げます。
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　実習先では英語で会話しました。現地語はベトナム語ですが，何人か英語を話せる人がいるので，その人
たちにいろいろと教えてもらうことになります。そのため，英語は必須です。私は駅前にある英会話教室へ
通っていました。結局英会話を始めるのが遅かったこともあり，ベトナムで生活するには何とかなりました
が，手術の説明などの専門的な内容になると結構厳しかったです。可能であるならば，海外実習を決めてす
ぐにでも英会話を勉強することをお勧めします。ただベトナムならではの訛りもあるので，結局は現地で会
話して慣れていくのが一番だと思います。
実習内容
　ベトナムでは主に先天性心疾患に対する手術を見学しました。向こうでは芳村先生の知人でもあるCong
先生が担当をしてくださいました。といってもCong先生は水曜日と木曜日にしか来ないので，それ以外は
他の若手の先生について手術を見学します。Cong先生は現在，第一線を退いて週に ２ 回，後進の育成のた
めに指導に来ているそうです。また，ベトナムでは先天性心疾患の手術を行える病院が少なく，一つの病院
に患者が集中するとのことです。そのため富山大学以上に手術を経験することができました。
　経験した症例は以下のようになります。
　⃝　心室中隔欠損（VSD） ２０件以上
　⃝　動脈管開存症（PDA） ２ 件
　⃝　肺動脈狭窄症（PS） ２ 件
　⃝　ファロー四徴症（ToF） ４ 件
　⃝　完全大血管転位症（TGA） ３ 件（うち 1 件はPAbanding）
　⃝　両大血管右室起始症（DORV） ３ 件
　⃝　総動脈幹症（TruncusArteriosus） 1 件
　　　おまけ
　⃝　多指症 1 件
　Cong先生がいるときは術野に立たせてもらい，手術を間近で見学することができます。その際には閉創
の手伝いもさせてもらえます。また最後の方になると，閉胸の第一助手を任されることもあります。最初は
拙いこともありますが，どの先生も優しく丁寧に教えてくれます。また，手技の面では身振り手振りで教え
てくれることもあり，英語が聞き取れなくても大丈夫でした。
　実習自体は月曜日から金曜日までなので，土日は自由になります。ハノイ市内，ハロン湾などの観光地も
多いのでよく調べておいた方が効率よく観光できます。会話のネタにもなり，先生たちとの距離も近くなる
ので，実習だからと遠慮せず行くべきです。お勧めはハロン湾（ただし，1 泊 ２ 日で!!）とサパです。オプショ
ナルツアーなどを活用すると手軽に行けます。
現地での生活
　前述のとおり，ベトナムではアパートを借りて生活しました。アパートは病院の徒歩 ５ 分圏内であり，実
習先に手配してもらいました。Cong先生曰く，アパートの大家さんは以前病院に勤めていた方でとても信
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頼できる方だそうです。室内は広く，生活に必要な冷蔵庫，電気家取るなどの家具家電もそろっていました
が，キッチンはないので料理することはできません。ただCong先生にIHクッキングヒーターを，大家さん
には食器を貸していただいたので，簡単な調理くらいはできました。またアパートのエレベーターは電子
キーで管理されているので，セキュリティもばっちりでした。洗濯も毎日大家さんがしてくださいました。
シャワーはたまにお湯が出なくなるので要注意です。注意しようがないですけど。
　アパートの近くには大型デパートがあり，必要なものはここで買い足すこともできます。スーパーやレス
トランなど何でもそろっています。私は主にそこで食事をしていました。
　平日で実習があるときの昼食は，先生方とテーブルを囲んで食べます。専属の人を雇っているようでその
方が料理を作ってくれます。春巻きなどの伝統的なベトナム料理をたくさん作ってくれました。どれもパク
チーなどの香辛料が効いていて，クセはありますが慣れればとてもおいしいです。
実習の感想
　ベトナムで実習を行えたことは本当に幸運でした。富山大学での実習ではタイミングが悪く，先天性心疾
患の手術をあまり見学できませんでした。しかし，ベトナムではこんなにたくさん見学でき，複雑な循環動
態に対する理解を深めることができました。また，大変なことばかりの海外実習でしたが，海外の医療に触
れ，日本にいるだけでは経験できないことを経験したことで大きく価値観が変わったと感じます。特に自分
に対する価値観が変わり，やりきったことで自分に自信が持てるようになりました。
アパートの様子
お世話になった先生方と先生方との食事アパートのセキュリティ
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　現地の先生方は以前日本に留学していた方が多く，みんな優しく，専門科に関係なく積極的に話しかけて
くれました。またCong先生もベトナムにいる間は自由にしていいとおっしゃってくださり，反省としては，
せっかくこども病院にいたので，先天性心疾患だけでなく，それ以外の手術も見学すればよかったと思いま
す。
　今回のベトナムでの実習の実現にあたり，実習を受け入れてくださったCong先生をはじめとする現地の
先生方，機会をくださった芳村先生，後押しをしてくださった吉野先生，費用を捻出してくださった両親，
そのほか大勢の人にお世話になりました。この場をお借りして，お礼を申し上げます。本当にありがとうご
ざいました。
　もしベトナムで実習をしてみたいという方がいましたら，気軽に連絡をください。テコンドー部員に尋ね
てくれれば，連絡先がわかると思います。先輩方にしていただいたように，少しでも有用な情報を提供でき
れば幸いです。
